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改訂版について 
 
「動物用ワクチン利用の手引き（豚用ワクチン編）」については、平成 31 年３月に発刊し

た「同（豚用ウイルスワクチン編）」に細菌等ワクチン（トキソイドを含む。）を追加収載し、

「第１ 豚の感染症とその予防」、「第２ 生ワクチン及び不活化ワクチンの特徴等」及び「第

３ 豚用ワクチン（「１ ワクチン一 覧の解説（利用にあたって）」、「２ ワクチン一覧」及び

「表 ワクチン一覧におけるワクチンと含有するウイルス・細菌の名称一覧」の構成で令和

２年３月に発刊しました（収載製剤数 48、品目数 64）。 

今般、このうちの「第３ 豚用ワクチン」の「２ ワクチン一覧」について、発刊後の新た

に製造販売承認を取得した品目の追加、既収載品目での有用な情報の追加、製造販売中止に

よる品目の削除及びこれらに伴う関連項目の修正等整備を行い、「第３ 豚用ワクチン改訂

版」として発刊したものです（収載製剤数 48、品目数 61）。主な修正（変更）内容は、別紙

のとおりです。 

 引続き、本手引きを適切な飼養衛生管理のため地域、飼育場（農家）ごとの感染症対策に

おける衛生管理プログラム作成の一助としてご活用願います。 

最後に、本手引きは、令和２年度動物用ワクチン等保管事業（農林水産省補助事業）にお

いて作成されたものです。 

 

 

 

 

  



－ ii －

（別紙） 

 

主な修正（変更）内容 

 

第３ 豚用ワクチン 

１ ワクチン一覧の解説（利用にあたって） 

（１）使用上の注意（抜粋）における使用制限期間に関する記載の整備を図ったこと（ｐ３） 

（２）改訂に伴う関連項目の記載を整備したこと（ｐ１） 

 

２ ワクチン一覧 

（１）「フォステラメタスティムＰＣＶ」（ｐ８）、「スワインテクトＰＲＲＳ－ＭＥ」（ｐ１

2）及び「フォステラメタスティムＰＣＶ-ＭＨ」（ｐ30）の３品目を新規に収載したこ

と 

（２）「“京都微研„日本脳炎ワクチン・Ｋ」の接種プログラム欄に免疫持続期間に関する記

載を追加したこと（ｐ６） 

（３）「スバキシンオーエスキーフォルテＭＥ」、「フォステラＰＣＶ」、「豚伝染性胃腸炎生

ウイルス予防液」、「豚丹毒生ワクチン-ＫＢ」、「レスピフェンドＭＨ及び「日生研ＡＲ

混合ワクチンＢＰ」の６品目を削除したこと 

 

３ 表 ワクチン一覧におけるワクチンと含有するウイルス・細菌の名称一覧 

 ワクチン一覧での品目の追加、削除に伴い修正したこと（ｐ35） 
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第３ 豚用ワクチン 

 

１ ワクチン一覧の解説（利用にあたって） 

 

（１）目的・全体概要 

本一覧は、獣医師等の家畜衛生関係者が畜産農家のワクチン使用に際して利用するた

めに、個々のワクチンごとに製造販売承認申請書（以下「承認申請書」という。）、添付

文書、その他の情報をもとに一覧表として整備したものである。掲載しているワクチンは、

令和２年 12 月末時点で製造販売されている豚用のワクチン 48 製剤、61 品目について、

ウイルスワクチン、細菌等ワクチン及びウイルス・細菌の混合ワクチンに区分して、それ

ぞれ有効成分数ごとに取りまとめた。 

なお、ワクチン 61 品目と含有するウイルス・細菌の名称との関係を表として取りまと

めた。 

 

 

（２）法的規制 

掲載しているすべてのワクチンの医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保

等に関する法律（以下「法」という。）による取扱い等の規制は、それぞれ法第 83 条第１

項の規定により読み替えた第 44 条第２項、第 49 条第１項及び第 36 条の８第１項に基づ

く「劇薬」、「要指示医薬品」及び「指定医薬品」である。 

 

（３）一覧表解説 

  ア 製品名 

承認申請書及び添付文書（以下「承認申請書等」という。）における品名を記載した。 

 

  イ 製造販売業者名 

   略称で記載したが、正式名称は下表のとおりである。 

略称 正式名称 

MSDAH MSD アニマルヘルス株式会社 

科飼研 株式会社科学飼料研究所 

共立 共立製薬株式会社 

ＫＭＢ ＫＭバイオロジクス株式会社 

セバ セバ・ジャパン株式会社 

ゾエティス ゾエティス・ジャパン株式会社 

日生研 日生研株式会社 

京都微研 株式会社 微生物化学研究所 
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ベーリンガー ベーリンガーインゲルハイムアニマルヘルスジャパン株式会社 

松研 松研薬品工業株式会社 

 

  ウ 有効成分名 

承認申請書等における有効成分としてのウイルス、細菌名（血清型、抗原型等を含む。）

とし、細菌が産生する毒素等が本質の場合には、名称及びその種類を記載した。遺伝子

組換え技術を応用した場合については、「組換え型」と記載を付した。 

株名については、原則、省略したが、他のワクチンの接種プログラムで特定の株名の

ワクチン投与が規定されている場合には記載した（日生研日本脳炎生ワクチン、“京都

微研„ 日本脳炎ワクチン、日本脳炎・豚パルボ混合生ワクチン「KMB」、“京都微研„日

本脳炎・豚パルボ混合生ワクチン及び“京都微研„豚死産３種混合生ワクチン）。 

また、生・不活化の別及びアジュバントを含有する製剤にあっては、それぞれ（ ）

内にその旨を記載した。「生」については、弱毒である。 

 

  エ 用法・用量及び効能・効果 

品目ごとに承認申請書等での記載を原則そのまま記載した。ただし、品目が複数で 

ある製剤であっては、品目ごとに表現は異なるが、その内容が同等と判断した場合には、

記載の統一を図った。また、用法・用量においては、用法が注射の製剤にあっては「注

射」、それ以外の製品にあっては、「投与」と整理し、記載した（接種プログラム及び使

用上の注意（抜粋）においても同じ）。さらに、豚以外の動物も対象となっている動物

用日脳ＴＣワクチン「ＫＭＢ」、日生研日本脳炎ＴＣ不活化ワクチン、“京都微研„ 日本

脳炎ワクチン・Ｋ及び破傷風トキソイド「日生研」に関しては、豚のみに限定した記載

とした。 

 

オ 接種プログラム 

製造販売業者による添付文書、パンフレット（「豚用ワクチンと診断液のご案内」

（2001 年 社団法人動物用生物学的製剤協会編）を含む。）に掲載されている接種プロ

グラムに関する内容を再検討し、これらの記載内容に基づき用法・用量とともに図（以

下参照）及び文章の形式として整理した。図中においては、投与対象日齢等に限定があ

る場合には、その旨を記載した。また、文章においては、添付文書等をもとに疾病の発

生時期、免疫持続等の有効性に関する情報について記載した。 
         

上段：投与量  2mＬ  2mＬ   2mＬ  

  
 
 

Ⅰ  Ⅰ   Ⅰ  

下段：投与時期  3～5 週間隔   半年～1年毎  
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カ 使用上の注意（抜粋） 

製品の添付文書における使用上の注意のうち、家畜衛生上（微生物の伝播の防止、免

疫賦与、禁忌等）及び公衆衛生上（使用制限期間（と畜場への出荷の制限期間）（注））

の観点からの重要事項、使用制限、副反応に関する事項、使用者への注意等を抜粋し、

記載した。なお、全体に共通する事項については、以下に記載した。 

・注射器具（注射針）は、原則として１頭ごとに取り替えること 

・移行抗体価の高い個体では、ワクチン効果が抑制されることがあるので、幼若な

豚への投与は移行抗体が消失する時期を考慮すること（生ワクチン） 

・２回注射による免疫を行う場合には、２回目の注射は、１回目と異なる部位に行

うこと 

（注）使用制限期間に関する記載（「本剤はと畜場出荷前○○日（週）間は使用しな

いこと。」）のない製剤にあっては、厚生労働省は、と畜場法施行規則の運用に当た

り、生物学的製剤注射後 20 日以内の獣畜のと畜検査申請を受け付けない又は申請

が行われないよう都道府県を指導している。 

 

  キ 参考情報 

使用に際して、有効性の担保にとって有用な製品の特徴等を記載した。 

 

（４）その他 

接種プログラム等についてさらに詳細が必要な場合には、各製造販売業者にお問い合

わせ願います。 

「使用上の注意」を含む添付文書については、各製品の添付文書又は各製造販売業者

のHP並びに農林水産省動物医薬品検査所HP（動物用医薬品（体外診断用医薬品を含む）

添付文書等ダウンロードページ 

http://www.maff.go.jp/nval/tenpubunsyo/iyakuhin.html）をご覧願います。  
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び
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４
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２
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６
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介
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意
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。
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れ
る
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共
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意
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。
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燥
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添
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日
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Ｃ
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Ｍ
Ｂ

日
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脳
炎
ウ
イ
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（
不
活
化
）

弱
毒

日
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ウ
イ
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ス

ｍ
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疫
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た
豚

に
１

か
月

後
２

m
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下

に
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す

る
。

前
年
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に

ワ
ク

チ
ン
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す

る
豚

に
は

２
m
L
を

皮
下

に
注

射
す

る
。

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
豚
の
死
産
の

予
防

　
1
m
L（
※
）

2
m
L

１
月

間
隔

※
：

日
本

脳
炎

ウ
イ

ル
ス

ｍ
株

を
有

効
成

分
と

す
る

生
ワ

ク
チ

ン

2
m
L

（
前

年
度

に
ワ

ク
チ

ン
歴

を
有

す
る

豚
）

日
生

研
日

本
脳

炎
Ｔ

Ｃ
不

活
化

ワ
ク

チ
ン

日
生
研

日
本

脳
炎

生
ワ

ク
チ

ン
a
t
株

で
免

疫
し

た
豚

に
１

か
月

後
２

m
L
を

皮
下

注
射

す
る

。
前

年
度

に
ワ

ク
チ

ン
歴

を
有

す
る

豚
に

は
２

m
L
を

皮
下
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射

す
る

。

　
1
m
L（
※
）

2
m
L

１
月

間
隔

※
：

日
本

脳
炎

生
ウ

イ
ル

ス
a
t
株

を
有

効
成

分
と

す
る

生
ワ

ク
チ

ン 2
m
L

（
前

年
度

に
ワ

ク
チ

ン
歴

を
有

す
る

豚
）

日
本

脳
炎

ウ
イ

ル
ス

の
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６
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本
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原
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媒

介
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吸

血
昆
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動
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す

る
。
）
。

３
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Ｋ
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ワ
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の
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L
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２
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Ｋ

２
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２
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す
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追
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2
m
L

（
前

年
度

に
※

を
注

射
し

た
豚

の
場

合
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略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

４
ス
バ
キ
シ
ン
　

オ
ー
エ
ス
キ
ー

共
立

オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
ウ

イ
ル
ス
（
生
）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
を
添

付
の
溶
解
用
液
で
溶

解
し
、

そ
の

１
m
L

を
次
に
よ
り
豚
の
筋

肉
内
に
注
射
す
る
。

①
生
後
８
～
1
0
週
に

１
回
、
更
に
必
要
が

あ
る
場
合
は
３
週
以

上
の
間
隔
を
お
い
て

１
回

追
加

注
射

す
る
。

な
お
、
感
染
の
危
険

性
の

あ
る

場
合

に
は
、
生
後
３
～
５
日

に
初
回
注
射
し
た
の

ち
、
８
～
1
0
週
齢
に

１
回

追
加

注
射

す
る
。

②
妊
娠
豚
に
お
い
て

は
分
娩
前
３
～
６
週

に
１
回
、
そ
の
後
の

追
加
免
疫
は
各
分
娩

前
３
～
６
週
又
は
年

２
回
注
射
す
る
。

豚
の
オ
ー
エ
ス
キ
ー

病
の
発
症
予
防

８
～

1
0
週

齢

1
m
L

1
m
L

※
※

３
週

間
隔

以
上

※
必

要
な

場
合

3
～

5
日

齢

1
m
L

1
m
L

8
～

1
0
週

齢

（
感

染
の

危
険

性
の

あ
る

場
合

）

3
～

6
週

前

1
m
L

分
娩

分
娩

3
～

6
週

前

妊
娠
豚

1
m
L

1
m
L

年
2
回

・
本
剤
は
国
が
定
め
た
オ
ー
エ

ス
キ
ー
病
防
疫
対
策
要
領
に
基

づ
き
使
用
す
る
こ
と
。

・
豚
以
外
の
動
物
に
は
使
用
し

な
い
こ
と
。
兎
は
、
こ
の
ワ
ク

チ
ン
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と

死
亡
す
る
こ
と
が
あ
る
。

５
ポ
ー
シ
リ
ス

B
e
g
o
n
i
a
 
D
F
・
1
0

ポ
ー
シ
リ
ス

B
e
g
o
n
i
a
 
D
F
・
5
0

松
研

（
販

売
は

M
S
D
 

A
H
）

オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
ウ

イ
ル

ス
（

生
）
（

ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
を
添

付
の
溶
解
用
液
で
溶

解
し
、

そ
の

２
m
L

を
次
の
要
領
で
豚
の

筋
肉

内
に

注
射

す
る
。

①
８
～
1
0
週
齢
に
１

回
、
さ
ら
に
必
要
が

あ
る
場
合
に
は
３
週

間
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
１
回
追
加
注
射

す
る
。

②
妊
娠
豚
に
お
い
て

は
、
分
娩
前
３
～
６

週
に
１
回
、
そ
の
後

の
追
加
免
疫
は
各
分

娩
前
３
～
６
週
ま
た

は
年

２
回

注
射

す
る
。

豚
の
オ
ー
エ
ス
キ
ー

病
の
予
防

8
～

1
0
週

齢

2
m
L

※
※

3
週

間
隔

以
上

2
m
L

※
必

要
が

あ
る

場
合

妊
娠
豚

2
m
L

2
m
L

年
2
回

3
～

6
週

前

2
m
L

分
娩

分
娩

2
m
L

3
～

6
週

前

・
本
剤
は
国
が
定
め
た
オ
ー
エ

ス
キ
ー
病
防
疫
対
策
要
領
に
基

づ
き
使
用
す
る
こ
と
。

・
本
剤
の
注
射
後
、
S
P
F
豚
（
S
P
F

プ
ラ

イ
マ

リ
ー

豚
等

）
で

は
、

一
過
性
の
軽
度
な
発
熱
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

６
フ

ォ
ス

テ
ラ
 
メ

タ
ス

テ
ィ

ム
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ゾ
エ
テ
ィ
ス

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

（
１

型
－

２
型

キ
メ

ラ
）
（
不
活
化
）
（
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
）

本
剤

２
m
L
を

３
週

齢
以
上
の
豚
の
頚
部

筋
肉

内
に

注
射

す
る
。

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

２
型
感
染
に
起
因
す

る
増
体
量
抑
制
の
軽

減
、
並
び
に
ウ
イ
ル

ス
血
症
及
び
ウ
イ
ル

ス
排
泄
の
低
減

3
週

齢
以

上

2
m
L

・
繁
殖
に
供
し
て
い
る
雌
豚
に

は
注
射
し
な
い
こ
と
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

７
イ

ン
ゲ

ル
バ

ッ
ク
　

サ
ー

コ
フ

レ
ッ

ク
ス

ベ
ー
リ
ン
ガ
ー

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

（
２
型
・
組
換
え
型
）

（
不
活
化
）
（
ア
ジ
ュ

バ
ン
ト
）

３
週
齢
～
５
週
齢
の

子
豚
に
１
頭
当
た
り

１
m
L
を

１
回

頚
部

筋
肉

内
に

注
射

す
る
。

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

２
型
感
染
に
起
因
す

る
死

亡
率

の
改

善
、

発
育
不
良
豚
の
発
生

率
の
低
減
、
増
体
量

の
低
下
の
改
善
、
臨

床
症
状
の
改
善
及
び

ウ
イ
ル
ス
血
症
発
生

率
の
低
減

3
～

5
週

齢

1
m
L

・
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
反
応
が

起
こ
っ
た
場
合
は
、
エ
ピ
ネ
フ

リ
ン
投
与
が
推
奨
さ
れ
る
。

・
�注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

８
ポ
ー
シ
リ
ス

Ｐ
Ｃ
Ｖ

MS
DA
H

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

（
２
型
・
組
換
え
型
）

（
不
活
化
）
（
ア
ジ
ュ

バ
ン
ト
）

３
週
齢
か
ら
９
週
齢

の
豚
に
ワ
ク
チ
ン
の

２
m
L
を

１
回
、

頚
側
部
筋
肉
内
に
注
射

す
る
。
た
だ
し
、
豚

サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス
２

型
の
感
染
時
期
が
早

期
な

場
合
、

又
は
、

母
豚
か
ら
の
移
行
抗

体
の
保
有
レ
ベ
ル
に

ば
ら
つ
き
が
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
３

日
齢
以
上
の
豚
に
ワ

ク
チ

ン
の

２
m
L
を

３
週
間
隔
で
２
回
注

射
す
る
こ
と
。

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

２
型
感
染
に
起
因
す

る
死
亡
率
の
改
善
及

び
増
体
量
の
低
下
の

改
善

3
～

9
週

齢

2
m
L

（
豚

サ
ー

コ
ウ

イ
ル

ス
２

型
の

感
染

時
期

が
早

期
な

場
合

、
又

は
、

母
豚

か
ら

の
移

行
抗

体
の

保
有

レ
ベ

ル
に

ば
ら

つ
き

が
認

め
ら

れ
る

場
合

）

3
日

齢
以

上

2
m
L

3
週

間
隔

2
m
L

３
週

齢
注

射
で

2
8
週

齢
ま

で
免

疫
が

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

・
本
剤
は
、
と
畜
場
出
荷
前
５

週
間
は
使
用
し
な
い
こ
と
。

・
妊
娠
中
の
繁
殖
用
雌
豚
に
は

注
射
し
な
い
こ
と
。

・
�注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

９
サ
ー
コ
バ
ッ
ク

セ
バ

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

（
２

型
）
（

不
活

化
）

（
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

抗
原

液
及

び
ア

ジ
ュ

バ
ン

ト
の

各
バ

イ
ア

ル
を

そ
れ

ぞ
れ

よ
く

振
盪

し
た

後
、

抗
原

液
全

量
を

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト

バ
イ

ア
ル

に
注

入
し
、

泡
立

て
な

い
程

度
に

ゆ
っ

く
り
1
0

回
程

度
転

倒
混

和
し
、

下
記

の
量

を
豚

の
耳

根
部

後
方

の
頚

部
筋

肉
内
に
注
射
す
る
。

３
週

齢
以

上
の

豚
に

0
.
5
m
L
を

１
回

注
射

す
る
。

た
だ

し
、

繁
殖

雌
豚

に
対

し
て

は
以

下
の

方
法

で
免

疫
を
行
う
。

１
．
初
回
免
疫

1
.
1
母
豚
候
補
豚

１
回

２
m
L
を

交
配

前
３

～
４

週
間

隔
で

２
回
、

さ
ら

に
分

娩
前

に
１

回
の

計
３

回
注

射
す

る
。

た
だ

し
、

２
回

目
の

注
射

は
交

配
予

定
日

の
３

～
４

週
間

前
、

３
回

目
の

注
射

は
分

娩
予

定
日

の
２

～
４

週
間

前
に

行
う
。

1
.
2
産

歴
の

あ
る

妊
娠

豚 １
回

２
m
L
を

３
～

４
週

間
隔

で
２

回
注

射
す

る
。

た
だ

し
、

２
回

目
の

注
射

は
分

娩
予

定
日

の
２

～
４

週
間
前
に
行
う
。

２
．

次
回

以
降

の
免

疫
（

初
回

免
疫

豚
の

次
回

妊
娠

時
以

降
の

免
疫
）

１
回

２
m
L
を
、

分
娩

予
定

日
の

２
～

４
週

間
前

に
１

回
注

射
す

る
。

１
．
豚
へ
の
注
射
に

お
け
る
効
能
又
は
効

果 豚
へ
の
注
射
後
の
能

動
免
疫
に
よ
る
豚
サ

ー
コ
ウ
イ
ル
ス
２
型

（
Ｐ

Ｃ
Ｖ

２
）

感
染

に
伴
う
死
亡
率
の
改

善
、
発
育
不
良
豚
発

生
率
の
低
減
、
増
体

量
低
下
の
改
善
、
リ

ン
パ
組
織
病
変
の
軽

減
、
臨
床
症
状
の
改

善
、
ウ
イ
ル
ス
血
症

及
び
ウ
イ
ル
ス
排
泄

の
低
減

２
．
繁
殖
雌
豚
へ
の

注
射
に
お
け
る
効
能

又
は
効
果

繁
殖
雌
豚
へ
の
注
射

後
の
能
動
免
疫
に
よ

る
Ｐ
Ｃ
Ｖ
２
感
染
に

よ
る
産
子
数
や
離
乳

頭
数

の
減

少
の

軽
減
、
な
ら
び
に
子
豚

に
お
け
る
受
動
免
疫

に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｖ
２
感

染
に
伴
う
リ
ン
パ
組

織
に
お
け
る
病
変
の

軽
減
、
Ｐ
Ｃ
Ｖ
２
に

起
因
す
る
斃
死
率
及

び
臨
床
症
状
（
斃
死
、

発
育
不
良
及
び
リ
ン

パ
節
の
腫
脹
）
の
軽

減

3
週

齢
以

上

0
.5
m
L 3～

4週
間

隔

2
m
L

分
娩

予
定

日
3
～

4
週

前
交

配
予

定
日

母
豚

候
補
豚

1
 
初
回
免
疫

2
m
L

2
m
L

2
～

4
週

間
前

3
～

4
週

間
隔

2
m
L

分
娩

予
定

日
2
～

4
週

間
前

産
歴
の

あ
る

妊
娠
豚

2
m
L

2
 
次
回
以
降
の
免
疫

（
初
回
免
疫
豚
と
次
回
妊
娠
時
以
降
の
免
疫
）

2
～

4
週

間
前

2
m
L

分
娩

予
定

日

・
本
剤
は
対
象
豚
に
よ
っ
て
注

射
量

が
異

な
る
（
0
.
5
m
L
又

は
２
m
L
）
の
で
注
意
す
る
こ
と
。

・
本
剤
を
繁
殖
雌
豚
に
注
射
し

て
子
豚
の
受
動
免
疫
を
期
待
す

る
場

合
（

２
m
L
/
頭

）
は
、

子
豚
が
免
疫
母
豚
の
乳
汁
を
飲
む

こ
と
に
よ
っ
て
予
防
効
果
が
発

揮
さ
れ
る
。
免
疫
母
豚
が
十
分

量
の
乳
汁
を
分
泌
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
子

豚
が
乳
汁
（
初
乳
）
を
十
分
に

飲
む
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
れ

が
不
十
分
と
考
え
ら
れ
る
場
合

に
は

豚
へ

の
能

動
免

疫
（
0
.
5
m
L
/
頭

）
を

実
施

す
る

こ
と
。

・
�注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
0

豚
パ

ル
ボ

生
ワ

ク
チ
ン
「
Ｋ
Ｍ
Ｂ
」

Ｋ
Ｍ
Ｂ

豚
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス

（
生
）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

１
m
L
を

豚
の

皮
下

に
注
射
す
る
。

豚
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
予
防

1
m
L

抗
体

陰
性

の
約

４
か

月
齢

の
豚

に
注

射
し

た
と

き
、

注
射

１
か

月
後

に
H
I
抗

体
が

陽
転

し
、

少
な

く
と

も
注

射
後

約
1
2
か

月
間

は
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

1
1

豚
パ

ル
ボ

ワ
ク

チ
ン
「
Ｋ
Ｍ
Ｂ
」

Ｋ
Ｍ
Ｂ

豚
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス

（
不
活
化
）

繁
殖

豚
に

２
m
L
を
、

１
～
４
週
間
隔
で
２

回
、
皮
下
に
注
射
す

る
。

豚
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
死
産
の
予
防

2
m
L

2
m
L

1
～

4
週

間
隔

“
京
都
微
研
”

豚
パ

ル
ボ

ワ
ク

チ
ン
・
Ｋ

京
都
微
研
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
2

フ
ォ
ス
テ
ラ

Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｓ

ゾ
エ
テ
ィ
ス

豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害

症
候

群
ウ

イ
ル

ス
（
生
）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

２
m
L
を

１
日

齢
以

上
の
豚
の
筋
肉
内
に

注
射
す
る
。

豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害

症
候
群
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
呼
吸
器
症

状
の
軽
減
、
肺
病
変

の
軽
減
及
び
ウ
イ
ル

ス
血
症
の
予
防

1
日

齢
以

上

2
m
L

本
剤

を
１

日
齢

の
子

豚
に

注
射

し
た

結
果

、
投

与
後

2
6

週
ま

で
免

疫
が

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

・
繁
殖
用
雄
豚
に
は
注
射
し
な
い
こ
と
。

・
本
剤
を
幼
若
な
豚
に
注
射
す
る
場
合
、

母
子
免
疫
の
影
響
を
受
け
て
ワ
ク
チ
ン

効
果
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

・
野

外
ウ

イ
ル

ス
が

体
内

で
増

殖
し

て
い

る
豚

に
ワ

ク
チ

ン
注

射
を

し
た

場
合
、

ワ
ク

チ
ン

株
と

野
外

ウ
イ

ル
ス

の
組

換
え

が
起

こ
る

可
能

性
が

否
定
で
き
な
い
。

・
対

象
と

な
る

健
康

な
子

豚
全

頭
に

一
斉
に
注
射
す
る
こ
と
。

・
Ｐ

Ｒ
Ｒ

Ｓ
陰

性
農

場
で

は
使

用
し

な
い
こ
と
。

・
Ｐ

Ｒ
Ｒ

Ｓ
汚

染
農

場
に

Ｐ
Ｒ

Ｒ
Ｓ

陰
性

豚
を

導
入

す
る

際
に

ワ
ク

チ
ン

を
注

射
す

る
場

合
、

ワ
ク

チ
ン

株
が

繁
殖

用
豚

へ
伝

播
す

る
機

会
を

減
少

さ
せ

る
た

め
に

、
ワ

ク
チ

ン
を

注
射

し
た

豚
を

注
射

後
６

週
間

は
繁

殖
用

豚
か
ら
隔
離
し
て
飼
育
す
る
こ
と
。

・
ワ

ク
チ

ン
ウ

イ
ル

ス
は

注
射

豚
か

ら
排

泄
さ

れ
水

平
感

染
す

る
場

合
が

あ
る

の
で
、

妊
娠

中
の

雌
豚

及
び

繁
殖

用
種

雄
豚

へ
ワ

ク
チ

ン
ウ

イ
ル

ス
が

伝
播

し
な

い
よ

う
注

射
豚
（

群
）

の
飼
育
管
理
に
は
注
意
す
る
こ
と
。

イ
ン

ゲ
ル

バ
ッ

ク
Ｐ

Ｒ
Ｒ

Ｓ
生

ワ
ク

チ
ン

ベ
ー
リ
ン
ガ
ー

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

２
m
L
を

３
～
1
8
週

齢
の
豚
の
筋
肉
内
に

注
射
す
る
。
繁
殖
用

雌
豚
に
対
し
て
は
そ

の
２
m
L
を

交
配

３
～
４
週
間
前
に
筋
肉

内
に
注
射
す
る
。

豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害

症
候
群
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
子
豚
の
生

産
阻
害
の
軽
減
及
び

繁
殖
用
雌
豚
の
繁
殖

成
績
の
改
善

3
～

1
8
週

齢

2
m
L

2
m
L

交
配

繁
殖
用

雌
豚

3
～

4
週

間
前

・
妊
娠
中
の
繁
殖
用
雌
豚
及
び
繁
殖
用

雄
豚
に
は
注
射
し
な
い
こ
と
。

・
本
剤
を
幼
若
な
豚
に
注
射
す
る
場
合
、

母
子
免
疫
の
影
響
を
受
け
て
ワ
ク
チ
ン

効
果
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

・
野

外
ウ

イ
ル

ス
が

体
内

で
増

殖
し

て
い

る
豚

に
ワ

ク
チ

ン
注

射
を

し
た

場
合
、

ワ
ク

チ
ン

株
と

野
外

ウ
イ

ル
ス

の
組

換
え

が
起

こ
る

可
能

性
が

否
定
で
き
な
い
。

・
対

象
と

な
る

健
康

な
子

豚
全

頭
に

一
斉
に
注
射
す
る
こ
と
。

・
Ｐ

Ｒ
Ｒ

Ｓ
陰

性
農

場
で

は
使

用
し

な
い
こ
と
。

・
Ｐ

Ｒ
Ｒ

Ｓ
汚

染
農

場
に

Ｐ
Ｒ

Ｒ
Ｓ

陰
性

豚
を

導
入

す
る

際
に

ワ
ク

チ
ン

を
注

射
す

る
場

合
、

ワ
ク

チ
ン

株
が

繁
殖

用
豚

へ
伝

播
す

る
機

会
を

減
少

さ
せ

る
た

め
に

、
ワ

ク
チ

ン
を

注
射

し
た

豚
を

注
射

後
６

週
間

は
繁

殖
用

豚
か
ら
隔
離
し
て
飼
育
す
る
こ
と
。

・
ワ

ク
チ

ン
ウ

イ
ル

ス
は

注
射

豚
か

ら
排

泄
さ

れ
水

平
感

染
す

る
場

合
が

あ
る

の
で
、

妊
娠

中
の

雌
豚

及
び

繁
殖

用
種

雄
豚

へ
ワ

ク
チ

ン
ウ

イ
ル

ス
が

伝
播

し
な

い
よ

う
注

射
豚
（

群
）

の
飼
育
管
理
に
は
注
意
す
る
こ
と
。



－ 12－

一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
3

ス
ワ

イ
ン

テ
ク

ト
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｓ

-
Ｍ
Ｅ

日
生
研

豚
繫
殖
・
呼
吸
障
害

症
候

群
ウ

イ
ル

ス
（
不
活
化
）
（
ア
ジ
ュ

バ
ン
ト
）

３
週
齢
以
上
の
豚
に

３
～
５
週
間
隔
で
１

回
１
m
L
ず

つ
を

２
回
、
筋
肉
内
に
注
射

す
る
。

豚
繫
殖
・
呼
吸
障
害

症
候
群
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス

血
症
期
間
の
短
縮
又

は
軽
減

1
m
L

1
m
L

3
～

5
週

間
隔

3
週

齢
以

上

約
４

週
齢

の
豚

に
用

法
及

び
用

量
ど

お
り

に
ワ

ク
チ

ン
を

注
射

し
た

と
こ

ろ
、

２
週

後
に

E
L
I
S
A
抗

体
価

は
良

好
に

上
昇

し
、

強
毒

株
を

用
い

た
実

験
感

染
試

験
で

は
ウ

イ
ル

ス
血

症
期

間
の

短
縮

並
び

に
軽

減
効

果
が

認
め

ら
れ

た
。

ま
た

、
ウ

イ
ル

ス
血

症
期

間
の

短
縮

効
果

は
２

回
目

注
射

後
、

少
な

く
と

も
約

４
か

月
は

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

・
本
剤
は
妊
娠
豚
に
は
注
射
し

な
い
こ
と
。

1
4

日
生

研
Ｐ

Ｅ
Ｄ

生
ワ
ク
チ
ン

日
生
研

豚
流
行
性
下
痢
ウ
イ

ル
ス
（
生
）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

２
m
L
ず

つ
を

２
～

８
週
間
の
間
隔
で
妊

娠
豚
の
筋
肉
内
に
２

回
注
射
す
る
。
２
回

目
の
注
射
は
分
娩
予

定
の
約
２
週
間
前
と

す
る
。

母
豚
を
免
疫
し
、
そ

の
乳
汁
を
哺
乳
さ
せ

る
こ
と
に
よ
る
子
豚

の
豚
流
行
性
下
痢
発

症
の
阻
止
又
は
軽
減

妊
娠
豚

2
～

8
週

間
隔

2
m
L

分
娩

予
定

日
約

2
週

間
前

2
m
L

・
本
剤
の
注
射
時
に
は
、
生
後

７
日
齢
未
満
の
幼
若
豚
は
、
注

射
対

象
豚

か
ら

隔
離

す
る

こ
と
。

・
本

剤
は

妊
娠

豚
に

注
射

し
、

子
豚
が
免
疫
母
豚
の
初
乳
及
び

常
乳
を
飲
む
こ
と
で
予
防
効
果

が
発
揮
さ
れ
る
。
免
疫
母
豚
が

十
分
量
の
乳
を
分
泌
し
て
い
る

か
ど
う
か
、
ま
た
、
子
豚
が
乳

を
十
分
に
飲
ん
で
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
こ
と
。



－ 13－

一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
5
“
京
都
微
研
”

豚
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

京
都
微
研

豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
Ａ
型
（
２

株
）
（
不
活
化
）
（
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
）

豚
の
頚
部
皮
下
ま
た

は
筋

肉
内

に
２
m
L

ず
つ
を
３
週
間
隔
で

２
回
注
射
す
る
。

豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防

2
m
L

2
m
L

3
週

間
隔

1
6

日
本

脳
炎
・

豚
パ

ル
ボ

混
合

生
ワ

ク
チ
ン
「
Ｋ
Ｍ
Ｂ
」

Ｋ
Ｍ
Ｂ

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス

ｍ
株
・
豚
パ
ル
ボ
ウ

イ
ル
ス
（
い
ず
れ
も

生
）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

１
m
L
を

豚
の

皮
下

に
注
射
す
る
。

豚
の
日
本
脳
炎
及
び

豚
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
予
防
。
特

に
繁
殖
用
母
豚
に
つ

い
て
は
、
日
本
脳
炎

ウ
イ
ル
ス
及
び
豚
パ

ル
ボ
ウ
イ
ル
ス
感
染

に
よ
る
死
産
予
防
。

1
m
L

・
本
剤
に
含
有
さ
れ
る
日
本
脳

炎
ウ
イ
ル
ス
は
人
獣
共
通
感
染

症
の
病
原
体
で
あ
る
の
で
、
使

用
時

に
は

十
分

注
意

す
る

こ
と
。

“
京
都
微
研
”

日
本

脳
炎
・

豚
パ

ル
ボ

混
合

生
ワ

ク
チ
ン

京
都
微
研

　
（
２
）
２
成
分
の
製
剤



－ 14－

一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
7

ス
イ
ム
ジ
ェ
ン

Ｔ
Ｇ
Ｅ

/
Ｐ
Ｅ
Ｄ

Ｋ
Ｍ
Ｂ

豚
伝
染
性
胃
腸
炎
ウ

イ
ル
ス
・
豚
流
行
性

下
痢
ウ
イ
ル
ス
（
い

ず
れ
も
生
）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

２
m
L
を

妊
娠

豚
の

筋
肉
内
に
約
３
週
間

隔
で

２
回

注
射

す
る
。
第
２
回
目
注
射

は
、
分
娩
予
定
日
の

約
２

週
間

前
と

す
る
。

乳
汁
免
疫
に
よ
る
子

豚
の
豚
伝
染
性
胃
腸

炎
の
予
防
及
び
豚
流

行
性
下
痢
の
発
症
軽

減

3
週

間
隔

2
m
L

分
娩

予
定

日
約

2
週

間
前

2
m
L

妊
娠
豚

・
1
5
日
齢
未
満
の
子
豚
が
い
る

豚
舎
（
分
娩
舎
）
で
は
使
用
し

な
い
こ
と
。

・
本
剤
は
豚
舎
内
に
飛
散
さ
せ

な
い
よ
う
に
注
意
し
、
も
し
飛

散
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
消
毒

す
る
こ
と
。

・
本
剤
は
、
妊
娠
豚
に
注
射
し
、

子
豚
が
免
疫
母
豚
の
乳
汁
を
常

に
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
予
防
効

果
が
発
揮
さ
れ
る
。
免
疫
母
豚

が
十
分
量
の
乳
汁
を
分
泌
し
て

い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
乳
汁
を

飲
ん
で
い
な
い
子
豚
が
い
な
い

か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
。

日
生

研
Ｔ

Ｇ
Ｅ
・

Ｐ
Ｅ

Ｄ
混

合
生

ワ
ク
チ
ン

日
生
研

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

２
m
L
ず

つ
を

４
な

い
し
８
週
間
の
間
隔

で
妊
娠
豚
の
筋
肉
内

に
２

回
注

射
す

る
。

第
２

回
目

の
注

射
は
、
分
娩
予
定
日
の

約
２

週
間

前
と

す
る
。

乳
汁
免
疫
に
よ
る
子

豚
の
豚
伝
染
性
胃
腸

炎
の
軽
減
及
び
豚
流

行
性
下
痢
の
発
症
の

阻
止
若
し
く
は
軽
減

4
～

8
週

間
隔

2
m
L

分
娩

予
定

日
約

2
週

間
前

2
m
L

妊
娠
豚

・
種
付
３
～
４
週
間
後
に
再
発

情
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
第

１
回
目
の
注
射
を
す
る
こ
と
。

・
本
剤
の
注
射
時
に
は
、
生
後

７
日
齢
未
満
の
幼
若
豚
は
、
注

射
対

象
豚

か
ら

隔
離

す
る

こ
と
。

・
本
剤
は
、
妊
娠
豚
に
注
射
し
、

子
豚
が
免
疫
母
豚
の
初
乳
及
び

常
乳
を
飲
む
こ
と
で
予
防
効
果

が
発
揮
さ
れ
る
。
免
疫
母
豚
が

十
分
量
の
乳
を
分
泌
し
て
い
る

か
ど
う
か
、
ま
た
乳
を
飲
ん
で

い
な
い
子
豚
が
い
な
い
か
ど
う

か
確
認
す
る
こ
と
。



－ 15－

一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
8
“
京
都
微
研
”

豚
死

産
３

種
混

合
生
ワ
ク
チ
ン

京
都
微
研

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス

ｍ
株
・
豚
パ
ル
ボ
ウ

イ
ル
ス
・
豚
ゲ
タ
ウ

イ
ル
ス
（
い
ず
れ
も

生
）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
そ
の

１
m
L
を

種
付

け
前

の
繁
殖
用
雌
豚
の
皮

下
に
注
射
す
る
。

豚
の
日
本
脳
炎
、
豚

パ
ル
ボ
及
び
豚
の
ゲ

タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
予
防
。
特
に
繁
殖

用
母
豚
の
日
本
脳
炎

ウ
イ
ル
ス
、
豚
パ
ル

ボ
ウ
イ
ル
ス
及
び
ゲ

タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

よ
る
異
常
産
予
防

種
付

け
（

交
配

）

1
m
L

・
本
剤
に
含
有
さ
れ
る
日
本
脳

炎
ウ
イ
ル
ス
は
人
獣
共
通
感
染

症
の
病
原
体
で
あ
る
の
で
、
使

用
時

に
は

十
分

注
意

す
る

こ
と
。

　
（
３
）
３
成
分
の
製
剤
	



－ 16－

一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

１
豚

丹
毒

生
ワ

ク
チ

ン
「
科
飼
研
」

日
生

研
豚

丹
毒

生
ワ
ク
チ
ン
Ｃ

豚
丹

毒
生

ワ
ク

チ
ン
「
Ｋ
Ｍ
Ｂ
」

科
飼
研

日
生
研

松
研

（
販

売
は

Ｋ
Ｍ

Ｂ
）

豚
丹
毒
菌
（
生
）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
に
添

付
の
溶
解
用
液
を
加

え
て
溶
解
し
、
１
m
L

を
豚
の
皮
下
に
注
射

す
る
。

豚
丹
毒
の
予
防

1
m
L

参
考

：
標

準
的

に
は

以
下

の
方

法
が

推
奨

さ
れ

ま
す

。
１

　
子

豚
で

は
母

豚
か

ら
の

移
行

抗
体

を
考

慮
し

て
１

～
２

か
月

齢
時

に
初

回
注

射
し

、
善

感
反

応
が

み
ら

れ
な

い
場

合
に

は
3
か

月
齢

時
に

再
注

射
す

る
。

２
　

繁
殖

候
補

豚
及

び
繁

殖
豚

で
は

、
６

か
月

間
隔

で
補

強
注

射
す

る
。

・
本

剤
の

ワ
ク

チ
ン

株
は

薬
剤

の
影

響
を

受
け

や
す

い
の

で
、

本
剤

注
射

前
３

日
間

か
ら

注
射

後
７

日
間

は
ワ

ク
チ

ン
株

に
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

薬
剤

の
投

与
又

は
飼

料
へ

の
添

加
は

避
け
る
こ
と
。

・
本

剤
に

含
有

さ
れ

る
豚

丹
毒

菌
は

人
獣

共
通

感
染

症
の

病
原

体
で

あ
る

の
で
、

使
用

時
に

は
十

分
注

意
す

る
こ
と
。

・
豚

丹
毒

菌
は

、
人

に
対

し
て

創
傷

部
を

中
心

と
し

た
紅

斑
、

腫
脹
、

リ
ン

パ
節

炎
、

敗
血

症
、

心
内

膜
炎

等
の
症
状
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。

・
本

剤
注

射
後

２
～

３
日

頃
か

ら
注

射
部

位
局

所
に

ワ
ク

チ
ン

株
に

よ
る

発
赤
、

丘
疹
（

善
感

反
応

）
が

発
現

す
る

が
、

こ
の

反
応

は
１

週
間

前
後

で
消
失
す
る
。

・
S
P
F
豚

等
、

特
に

感
受

性
の

高
い

豚
で

は
善

感
反

応
の

観
察

さ
れ

る
時

期
に
、

注
射

部
位

局
所

以
外

の
体

表
に
、

発
赤

や
丘

疹
が

発
現

す
る

場
合

が
あ

る
の

で
、

不
活

化
ワ

ク
チ

ン
の

使
用

を
考

慮
す

る
こ

と
。

こ
の

発
赤

や
丘

疹
が

重
度

で
、

元
気
・

食
欲

の
不

振
、

発
熱

が
み

ら
れ

た
場

合
は
、

適
切

な
処

置
を

行
う

こ
と
。
（

参
考
：

ワ
ク

チ
ン

株
は

特
に

ペ
ニ

シ
リ

ン
系

の
薬

剤
に

感
受

性
が

高
い

の
で
、

体
重

１
㎏

当
た

り
約
5
0
,
0
0
0
単

位
の

持
続

性
ペ

ニ
シ

リ
ン

を
３

日
間

注
射

す
る

こ
と

が
一
般
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
）

・
生

ワ
ク

チ
ン

使
用

農
場

は
非

使
用

農
場

よ
り

も
有

意
に

豚
丹

毒
に

よ
る

廃
棄

率
が

低
い

も
の

の
、

慢
性

型
丹

毒
症

例
の

一
部

に
お

い
て
、

生
ワ

ク
チ

ン
株

と
区

別
で

き
な

い
株

が
分

離
さ

れ
る

と
の

報
告

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

使
用

の
際

に
は

リ
ス

ク
を

理
解

の
上
、

必
要

に
応

じ
て

不
活

化
ワ

ク
チ

ン
の

使
用
を
考
慮
す
る
こ
と
。

２
-
２

 
細

菌
等

ワ
ク

チ
ン

　
（
１
）
１
成
分
の
製
剤
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

２
日

生
研

豚
丹

毒
不

活
化
ワ
ク
チ
ン

日
生
研

豚
丹
毒
菌
（
血
清
型

２
）
（
不
活
化
）
（
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
）

５
週
齢
以
上
の
豚
に

１
m
L
ず

つ
３

～
５

週
間
隔
で
２
回
、
筋

肉
内
に
注
射
す
る
。

豚
丹
毒
の
予
防

5
週

齢
以

上

1
m
L

1
m
L

3
～

5
週

間
隔

約
2
.
5
か

月
齢

の
豚

に
ワ

ク
チ

ン
を

３
週

間
隔

で
２

回
注

射
し

、
強

毒
株

を
用

い
て

実
験

感
染

試
験

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

１
回

目
注

射
後

、
少

な
く

と
も

５
か

月
間

は
免

疫
効

果
が

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

移
行

抗
体

保
有

豚
に

ワ
ク

チ
ン

を
３

週
間

隔
で

２
回

注
射

し
、

実
験

感
染

試
験

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

感
染

防
御

効
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

。

３
ス

ワ
イ

ン
テ

ク
ト
 

Ｓ
Ｅ
Ｒ

-
Ｍ
Ｅ

日
生
研

豚
丹
毒
菌
（
血
清
型

２
）
（
不
活
化
）
（
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
）

３
週
齢
以
上
の
豚
に

１
回
0
.
5
m
L
ず

つ
３

～
５

週
間

隔
で

２
回
、
筋
肉
内
に
注
射

す
る
。

豚
丹
毒
の
予
防

3
週

齢
以

上

0
.
5
m
L

0
.
5
m
L

3
～

5
週

間
隔

約
１

か
月

齢
の

豚
に

ワ
ク

チ
ン

を
３

週
間

隔
で

２
回

注
射

し
、

強
毒

株
を

用
い

た
実

験
感

染
試

験
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
２

回
目

注
射

後
、

少
な

く
と

も
1
8
週

間
は

防
御

効
果

が
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

４
ポ

ー
シ

リ
ス

Ｅ
Ｒ

Ｙ
松
研

（
販
売
は

MS
DA
H）

豚
丹
毒
菌
（
血
清
型

２
）
菌
体
抗
原
（
不

活
化

）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト
）

ワ
ク

チ
ン

の
２
m
L

を
４
週
齢
以
上
の
豚

に
、
４
週
間
隔
で
２

回
、
頚
部
筋
肉
内
に

注
射
す
る
。

豚
丹
毒
の
予
防

4
週

齢
以

上

2
m
L

2
m
L

4
週

間
隔

４
週

齢
と

８
週

齢
で

２
回

注
射

を
行

い
、

血
清

型
１

型
菌

（
藤

沢
株

）
に

対
し

て
2
6
週

齢
時

ま
で

効
果

を
示

す
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

５
ス

ワ
イ

バ
ッ

ク
Ｅ

Ｒ
Ａ

共
立

豚
丹
毒
菌
表
層
防
御

抗
原
蛋
白
（
組
換
え

型
）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト
）

５
週
齢
以
上
の
豚
に

１
m
L
ず

つ
２

～
４

週
間
隔
で
２
回
頚
部

筋
肉
内
注
射
す
る
。

豚
丹
毒
の
予
防

5
週

齢
以

上

1
m
L

1
m
L

2
～

4
週

間
隔

本
剤

を
８

週
齢

の
豚

に
２

週
間

隔
で

２
回

頚
部

筋
肉

内
に

注
射

し
た

と
こ

ろ
、

２
回

注
射

後
２

週
に

G
A
平

均
抗

体
価

及
び

E
L
I
S
A
平

均
抗

体
価

が
ピ

ー
ク

を
示

し
、

初
回

注
射

時
か

ら
少

な
く

と
も

2
4
週

間
の

免
疫

持
続

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

６
ポ

ー
シ

リ
ス
 
Ｓ

Ｔ
Ｒ

Ｅ
Ｐ

Ｓ
Ｕ

Ｉ
Ｓ

松
研

（
販
売
は

MS
DA
H）

ス
ト
レ
プ
ト
コ
ッ
カ

ス
・
ス
イ
ス
（
２
型

菌
）
（
不
活
化
）
（
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
）

ワ
ク

チ
ン

の
２
m
L

を
２
週
齢
以
上
の
豚

に
、
３
週
間
隔
で
２

回
、
頚
部
筋
肉
内
に

注
射
す
る
。

ス
ト
レ
プ
ト
コ
ッ
カ

ス
・
ス
イ
ス
血
清
型

２
型
菌
の
感
染
に
よ

る
豚
の
レ
ン
サ
球
菌

症
の
発
症
の
軽
減

2
週

齢
以

上

2
m
L

2
m
L

3
週

間
隔

２
週

齢
と

５
週

齢
に

ワ
ク

チ
ン

注
射

後
、

８
日

目
に

攻
撃

試
験

を
行

い
、

更
に

2
0
日

間
観

察
し

た
結

果
、

対
照

群
で

は
５

頭
中

３
頭

死
亡

し
た

が
、

試
験

群
で

は
死

亡
例

が
な

く
、

ワ
ク

チ
ン

の
効

果
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

７
破

傷
風

ト
キ

ソ
イ

ド
「
日
生
研
」

日
生
研

破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド

（
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

豚
の
頚
部
皮
下
に
２

m
L
を

通
常

約
２

週
間
の
間
隔
で
２
回
注

射
す
る
。

破
傷
風
の
予
防

2
m
L

2
m
L

約
2
週

間
隔

免
疫

は
約

１
年

間
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

８
マ
イ
コ
バ
ス
タ
ー

科
飼
研

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
・

ハ
イ
オ
ニ
ュ
ー
モ
ニ

エ
（

不
活

化
）
（

ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

生
後
１
週
齢
か
ら
８

週
齢
の
子
豚
に
１
頭

当
た
り
２
m
L
、
さ
ら

に
２
週
間
後
か
ら
４

週
間

後
に

２
m
L
を

筋
肉

内
に

注
射

す
る
。

豚
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

肺
炎
に
よ
る
肺
病
変

形
成
抑
制
及
び
増
体

量
・
飼
料
効
率
低
下

の
軽
減

1
～

8
週

齢

2
m
L

2
m
L

2
～

4
週

間
隔

４
週

齢
の

豚
に

２
週

間
隔

で
２

回
注

射
後

、
少

な
く

と
も

半
年

間
は

免
疫

効
果

が
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

日
生

研
Ｍ

Ｐ
Ｓ

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

日
生
研

３
週
齢
以
上
の
豚
に

１
m
L
ず

つ
３

～
５

週
間
隔
で
２
回
、
筋

肉
内
に
注
射
す
る
。

豚
の
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
肺
炎
に
よ
る
肺
病

変
形
成
の
抑
制
な
ら

び
に
増
体
重
抑
制
及

び
飼
料
効
率
低
下
の

軽
減

3
週

齢
以

上

1
m
L

1
m
L

3
～

5
週

間
隔

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
肺

炎
陰

性
の

2
1
日

齢
な

い
し

3
8
～

4
9

日
齢

の
豚

に
ワ

ク
チ

ン
を

３
あ

る
い

は
５

週
間

隔
で

２
回

筋
肉

内
に

注
射

し
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ
・
ハ

イ
オ

ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ
（

M
h
p
）
病

原
性

株
に

よ
る

実
験

感
染

試
験

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

肺
病

変
形

成
の

抑
制

効
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

3
1
日

齢
の

豚
を

用
い

た
試

験
で

は
、

ワ
ク

チ
ン

２
回

注
射

後
4
4
日

目
あ

る
い

は
9
2
日

目
に

行
っ

た
実

験
感

染
試

験
に

お
い

て
も

同
様

の
抑

制
効

果
が

認
め

ら
れ

、
ワ

ク
チ

ン
の

効
果

は
２

回
注

射
後

少
な

く
と

も
9
2
日

間
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

９
イ

ン
ゲ

ル
バ

ッ
ク
　

マ
イ

コ
フ

レ
ッ

ク
ス

ベ
ー

リ
ン

ガ
ー

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
・

ハ
イ
オ
ニ
ュ
ー
モ
ニ

エ
（

不
活

化
）
（

ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

３
週
齢
以
上
の
子
豚

に
１
m
L
を

頚
部

筋
肉
内
に
１
回
注
射
す

る
。

豚
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

性
肺
炎
に
よ
る
肺
病

変
形
成
抑
制
及
び
増

体
量
低
下
の
軽
減

3
週

齢
以

上

1
m
L

少
な

く
と

も
2
6
週

間
効

果
が

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

・
本
剤
は
、
繁
殖
母
豚
に
は
注

射
し
な
い
こ
と
。

・
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
反
応
が

起
こ
っ
た
場
合
は
、
エ
ピ
ネ
フ

リ
ン
投
与
が
推
奨
さ
れ
る
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
0

レ
ス
ピ
シ
ュ
ア

ゾ
エ
テ
ィ
ス

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
・

ハ
イ
オ
ニ
ュ
ー
モ
ニ

エ
（

不
活

化
）
（

ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

生
後
１
週
齢
か
ら
８

週
齢

の
子

豚
に

２
m
L
、
さ
ら
に
２
週
間

後
に

２
m
L
を

頚
部

筋
肉

内
に

注
射

す
る
。

豚
の
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
性
肺
炎
に
よ
る
増

体
量
抑
制
及
び
飼
料

効
率
低
下
の
軽
減

1
～

8
週

齢

2
m
L

2
m
L

2
週

間
隔

・
本
剤
と
他
の
ワ
ク
チ
ン
と
の

同
時
注
射
は
避
け
る
こ
と
。
本

剤
注
射
後
３
週
間
以
内
は
他
の

ワ
ク
チ
ン
注
射
を
し
な
い
こ
と

が
望
ま
し
い
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

レ
ス

ピ
シ

ュ
ア
 

ワ
ン

ゾ
エ
テ
ィ
ス

生
後
１
日
齢
（
出
生

翌
日
）
～
1
0
週
齢
の

子
豚
の
頚
部
筋
肉
内

に
２
m
L
を

注
射

す
る
。

豚
の
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
性
肺
炎
に
よ
る
肺

病
変
形
成
の
抑
制
な

ら
び
に
増
体
量
抑
制

及
び
飼
料
効
率
低
下

の
軽
減

1
日

～
1
0
週

齢

2
m
L

1
1

エ
ム
パ
ッ
ク

M
S
D
A
H

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
・

ハ
イ
オ
ニ
ュ
ー
モ
ニ

エ
（

不
活

化
）
（

ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

１
週
齢
以
上
の
子
豚

に
１
m
L
を

２
週

間
隔
で
２
回
、
頚
部
筋

肉
内

に
注

射
す

る
。

又
は
、
３
週
齢
以
上

の
子

豚
に

２
m
L
を

１
回
、
頚
部
筋
肉
内

に
注
射
す
る
。

豚
の
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
性
肺
炎
に
よ
る
肺

病
変
形
成
の
抑
制
な

ら
び
に
増
体
量
抑
制

及
び
飼
料
効
率
低
下

の
軽
減

1
週

齢
以

上

1
m
L

1
m
L

2
週

間
隔

又
は

3
週

齢
以

上

2
m
L

３
週

齢
の

豚
に

注
射

し
た

場
合

、
2
7
週

齢
ま

で
免

疫
が

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

・
ワ

ク
チ

ン
の

注
射

回
数

は
、

農
場
の
汚
染
状
況
に
よ
っ
て
選

択
す
る
こ
と
。
農
場
で
の
汚
染

が
少
な
い
と
想
定
さ
れ
る
場
合

に
限
っ
て
１
回
注
射
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
選
択
す
る
こ
と
。

・
移
行
抗
体
価
の
高
い
個
体
に

１
回

注
射

を
お

こ
な

う
場

合
、

血
清
抗
体
価
の
上
昇
が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。
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ロ
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ラ
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報

1
2

エ
ン

テ
リ

ゾ
ー

ル
 

イ
リ

ア
イ

テ
ィ

ス
 

Ｆ
Ｃ

エ
ン

テ
リ

ゾ
ー

ル
 

イ
リ

ア
イ

テ
ィ

ス
 

Ｔ
Ｆ

ベ
ー

リ
ン

ガ
ー

ロ
ー

ソ
ニ

ア
 
イ

ン
ト

ラ
セ

ル
ラ

リ
ス

（
生
）

乾
燥
品
を
添
付
の
溶

解
用
液
で
１
頭
当
た

り
２
m
L
に

な
る

よ
う

に
溶

解
し

た
の

ち
、
３
週
齢
以
上
の

豚
に

１
回
1
頭

当
た

り
２
m
L
を

経
口

投
与

す
る
。

又
は

乾
 

燥
品
を
添
付
の
溶
解

用
液
で
溶
解
し
た
の

ち
、
豚
の
日
齢
に
応

じ
た
適
量
の
飲
水
に

１
頭
当
た
り
１
頭
分

と
な
る
よ
う
に
混
合

し
、
３
週
齢
以
上
の

豚
に

１
回

飲
水
 
投

与
す
る
。
飲
水
投
与

の
場
合
は
４
時
間
で

飲
み
き
る
量
の
飲
水

に
混
合
す
る
。

豚
の

ロ
ー

ソ
ニ

ア
 

イ
ン
ト
ラ
セ
ル
ラ
リ

ス
感
染
症
（
急
性
出

血
性

腸
炎

型
を

除
く
）
に
よ
る
増
体
重

低
下
の
軽
減

2
m
L

経
口

投
与

3
週

齢
以

上

又
は

1
頭
分
※

飲
水

投
与

3
週

齢
以

上

※
４

時
間

で
飲

み
き

る
量

の
飲

水
に

混
合

す
る

。

・
本

剤
は
、

豚
以

外
に

は
投

与
し

な
い
こ
と
。

・
本

ワ
ク

チ
ン

は
弱

毒
生

菌
ワ

ク
チ

ン
株

で
あ

り
、

投
与

さ
れ

た
豚

か
ら

排
泄

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
。

同
居

感
染

試
験

で
は

本
ワ

ク
チ

ン
株

の
同

居
感

染
は

認
め

ら
れ

て
い

な
い

が
、

ワ
ク

チ
ン

を
投

与
し

て
い

な
い

豚
と

同
居

さ
せ

な
い

等
の

飼
養

管
理

上
の

適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

・
飲

水
投

与
の

場
合
、

チ
オ

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

ハ
イ

ポ
）
（
0
.
0
5
5
％
）

又
は

脱
脂

粉
乳
（

ス
キ

ム
ミ

ル
ク

）
（
0
.
2
5
％
）
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

残
留

塩
素

を
除

去
し

た
後

に
、

添
付

の
溶

解
用

液
で

溶
解

し
た

ワ
ク

チ
ン

を
混
合
す
る
こ
と
。

・
飲

水
投

与
の

場
合

は
、

日
齢

に
応

じ
4
時

間
で

飲
み

き
る

量
の

飲
水

に
ワ

ク
チ
ン
を
混
合
す
る
こ
と
。

・
飲

水
量

は
日

齢
、

季
節

な
ど

に
よ

り
異

な
る

た
め

に
、

ワ
ク

チ
ン

投
与

前
に
4
時

間
で

飲
み

き
る

飲
水

量
を

確
認
す
る
こ
と
。

・
飲

水
投

与
の

場
合
、

豚
に

均
等

に
投

与
す

る
た

め
に
、

全
部

の
豚

が
均

等
に

飲
め

る
よ

う
に

十
分

な
飲

水
器

を
用
意
す
る
こ
と
。

・
本

剤
の

ワ
ク

チ
ン

株
は

薬
剤

の
影

響
を

受
け

や
す

い
の

で
、

本
剤

投
与

前
３

日
間

及
び

投
与

後
３

日
間

は
ワ

ク
チ

ン
株

に
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

薬
剤

の
注

射
、

経
口

投
与

又
は

飼
料

中
へ
の
添
加
は
避
け
る
こ
と
。

・
使

用
禁

止
期

間
（

休
薬

期
間

）
の

長
い

注
射

薬
剤

で
治

療
し

た
豚

へ
の

ワ
ク

チ
ン

の
投

与
に

は
、

ワ
ク

チ
ン

投
与

前
に
、

注
射

し
た

薬
剤

に
応

じ
た
適
切
な
期
間
を
あ
け
る
こ
と
。

・
妊

娠
豚

へ
の

安
全

性
は

確
認

さ
れ

て
い
な
い
。
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1
3

グ
レ

ー
サ

ー
バ

ス
タ
ー

科
飼
研

ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
・
パ

ラ
ス
イ
ス
（
血
清
型

２
）
、

ヘ
モ

フ
ィ

ル
ス
・
パ
ラ
ス
イ
ス
（
血

清
型

５
）
（

い
ず

れ
も

不
活

化
）
（

ア
ジ

ュ
バ
ン
ト
）

3
0
日
齢
以
上
の
豚
に

２
～
４
週
の
間
隔
で

１
回

１
m
L
ず

つ
を

２
回
、
筋
肉
内
に
注

射
す
る
。

ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
・
パ

ラ
ス
イ
ス
血
清
型
２

菌
及
び
５
菌
の
感
染

に
よ
る
グ
レ
ー
サ
ー

病
の
予
防

3
0
日

齢
以

上

1
m
L

1
m
L

2
～

4
週

間
隔

日
生

研
グ

レ
ー

サ
ー

病
２

価
ワ

ク
チ

ン

日
生
研

3
0
日

齢
以

上

1
m
L

1
m
L

2
～

4
週

間
隔

3
0
日

齢
の

豚
に

用
法

及
び

用
量

ど
お

り
に

ワ
ク

チ
ン

を
注

射
し

た
と

こ
ろ

、
２

週
後

に
C
F
抗

体
価

は
４

倍
以

上
に

上
昇

し
、

２
型

菌
あ

る
い

は
５

型
菌

の
実

験
感

染
試

験
で

は
発

症
予

防
効

果
を

示
し

た
。
ま

た
、
そ

の
効

果
は

、
ワ

ク
チ

ン
を

４
週

間
隔

で
２

回
注

射
後
、

少
な

く
と

も
7
9
日

後
ま

で
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

1
4

日
生

研
Ａ

Ｒ
Ｂ

Ｐ
混

合
不

活
化

ワ
ク

チ
ン
Ｍ
Ｅ

日
生
研

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
（
Ⅰ

相
菌

）
（

不
活

化
）
、

パ
ス
ツ
レ
ラ
・
ム
ル

ト
シ
ダ
（
莢
膜
抗
原

型
Ｄ
）
皮
膚
壊
死
毒

素
（
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

妊
娠
豚
に
対
し
、
１

回
２
m
L
ず

つ
を

１
～
２
か
月
の
間
隔
で

２
回
、
筋
肉
内
に
注

射
す

る
。

た
だ

し
、

２
回
目
の
注
射
は
分

娩
予
定
日
の
２
～
４

週
前
に
行
う
。
次
回

以
降
の
繁
殖
時
に
行

う
補
強
注
射
は
、
２

m
L
を

そ
の

分
娩

予
定
日
の
２
～
４
週
前

に
１
回
、
筋
肉
内
に

行
う
。

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
及
び

毒
素
産
生
パ
ス
ツ
レ

ラ
・
ム
ル
ト
シ
ダ
の

混
合
感
染
、
又
は
そ

の
い
ず
れ
か
の
菌
の

感
染
に
よ
る
豚
の
萎

縮
性
鼻
炎
の
予
防

1
～

2
月

間
隔

2
m
L

分
娩

予
定

日

2
～

4
週

間
前

2
m
L

初
回

妊
娠
豚

分
娩

予
定

日
2
～

4
週

間
前

2
m
L

次
回

以
降

初
産

豚
で

は
１

な
い

し
２

か
月

間
隔

で
２

回
注

射
、

２
産

目
以

降
で

は
分

娩
の

２
又

は
４

週
前

に
１

回
追

加
注

射
す

る
こ

と
に

よ
り

、
良

好
な

抗
体

応
答

が
認

め
ら

れ
、

初
乳

に
は

感
染

防
御

に
有

効
な

高
値

の
移

行
抗

体
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

・
種
付
予
定
前
1
0
日
以
内
の
も

の
、
哺
乳
中
の
も
の
、
種
付
後

2
0
日
以
内
及
び
分
娩
前
１
週
以

内
の
も
の
に
は
、
注
射
し
な
い

こ
と
。

・
本

剤
は
、

母
豚

に
注

射
し
、

そ
の
子
豚
が
免
疫
母
豚
の
初
乳

を
飲
む
こ
と
で
予
防
効
果
が
発

揮
さ
れ
る
。
免
疫
母
豚
が
十
分

量
の
初
乳
を
分
泌
し
て
い
る
か

ど
う
か
、
ま
た
初
乳
を
飲
ん
で

い
な
い
子
豚
が
い
な
い
か
ど
う

か
確
認
す
る
こ
と
。

　
（
２
）
２
成
分
の
製
剤
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ロ
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ラ
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上
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（
抜
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報

1
5

ス
イ

ム
ジ

ェ
ン

ｒ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

Ｋ
Ｍ
Ｂ

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
皮
膚

壊
死
毒
素
（
組
換
え

型
）
、
パ
ス
ツ
レ
ラ
・

ム
ル
ト
シ
ダ
皮
膚
壊

死
毒
素
（
組
換
え
型
）

（
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

妊
娠
豚
に
対
し
、
２

m
L
分

娩
前

５
～

６
週
及
び
２
週
前
後
の

２
回
筋
肉
内
に
注
射

す
る
。
次
回
の
分
娩

か
ら

は
２
m
L
を

分
娩
前
２
週
前
後
の
１

回
、
筋
肉
内
に
注
射

す
る
。
子
豚
（
１
か

月
齢

以
上

）
に

は
、

１
m
L
を

２
回
、

３
～
４
週
間
隔
で
筋
肉

内
に
注
射
す
る
。

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
及
び

毒
素
産
生
パ
ス
ツ
レ

ラ
・
ム
ル
ト
シ
ダ
の

混
合
感
染
、
又
は
そ

の
い
ず
れ
か
の
菌
の

感
染
に
よ
る
豚
の
萎

縮
性
鼻
炎
の
予
防

5
～

6
週

間
前

2
m
L

分
娩

予
定

日
2
週

間
前

2
m
L

初
回

妊
娠
豚

分
娩

予
定

日
2
週

間
前

2
m
L

次
回

以
降

本
剤

を
母

豚
に

注
射

し
た

場
合

、
子

豚
の

移
行

抗
体

価
は

ボ
ル

デ
テ

ラ
・

ブ
ロ

ン
キ

セ
プ

チ
カ

、
パ

ス
ツ

レ
ラ

・
ム

ル
ト

シ
ダ

い
ず

れ
も

３
か

月
齢

前
後

ま
で

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

1
か

月
齢

以
上

1
m
L

1
m
L

3
～

4
週

間
隔

本
剤

を
５

～
６

週
齢

の
抗

体
陰

性
豚

に
４

週
間

隔
で

２
回

注
射

し
た

と
き

､
２

回
目

注
射

後
４

週
目

に
は

最
小

有
効

抗
体

価
に

達
し

､
少

な
く

と
も

1
7
週

目
ま

で
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
｡

・
母
子
免
疫
の
目
的
で
本
剤
を

母
豚
に
使
用
す
る
際
は
、
子
豚

が
免
疫
母
豚
の
初
乳
を
飲
む
こ

と
で

予
防

効
果

が
発

揮
さ

れ
る
。
免
疫
母
豚
が
十
分
量
の
初

乳
を

分
泌

し
て

い
る

か
ど

う
か
、
ま
た
、
初
乳
を
飲
ん
で
い

な
い
子
豚
が
い
な
い
か
ど
う
か

確
認
す
る
こ
と
。
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ロ
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ラ
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（
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1
6

ア
ラ

デ
ィ

ケ
ー

タ
ー

ゾ
エ
テ
ィ
ス

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
（
Ⅰ

相
菌

）
（

不
活

化
）
、

パ
ス
ツ
レ
ラ
・
ム
ル

ト
シ
ダ
（
莢
膜
抗
原

型
Ｄ

）
（

不
活

化
）
、

パ
ス
ツ
レ
ラ
・
ム
ル

ト
シ
ダ
（
莢
膜
抗
原

型
Ｄ
）
壊
死
毒
素
（
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
）

妊
娠
豚
に
対
し
、
１

回
２
m
L
ず

つ
を

分
娩
予
定
日
の
６
及
び

２
週

間
前

の
２

回
、

頚
部
筋
肉
内
に
注
射

す
る
。
次
回
以
降
の

繁
殖
時
に
行
う
補
強

注
射

は
、

２
m
L
を

そ
の
分
娩
予
定
日
の

２
週

間
前

に
１

回
、

頚
部

筋
肉

内
に

行
う
。

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
及
び

毒
素
産
生
パ
ス
ツ
レ

ラ
・
ム
ル
ト
シ
ダ
（
Ａ

及
び
Ｄ
型
）
の
感
染

に
よ
る
産
子
に
お
け

る
豚
萎
縮
性
鼻
炎
の

予
防

6
週

間
前

2
m
L

分
娩

予
定

日
2
週

間
前

2
m
L

初
回

妊
娠
豚

分
娩

予
定

日
2
週

間
前

2
m
L

次
回

以
降

・
本
剤
と
他
の
ワ
ク
チ
ン
と
の

同
時
注
射
は
避
け
る
こ
と
。
本

剤
注
射
後
３
週
間
以
内
は
他
の

ワ
ク
チ
ン
を
注
射
し
な
い
こ
と

が
望
ま
し
い
。

・
本
剤
は
、
妊
娠
豚
に
注
射
し
、

子
豚
が
免
疫
母
豚
の
初
乳
を
飲

む
こ
と
で
予
防
効
果
が
発
揮
さ

れ
る
。
免
疫
母
豚
が
十
分
量
の

初
乳
を
分
泌
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
ま
た
初
乳
を
飲
ん
で
い
な

い
子
豚
が
い
な
い
か
ど
う
か
確

認
す
る
こ
と
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

1
7

日
生

研
Ａ

Ｒ
Ｂ

Ｐ
・

豚
丹

毒
混

合
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

日
生
研

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
（
Ⅰ

相
菌

）
（

不
活

化
）
、

パ
ス
ツ
レ
ラ
・
ム
ル

ト
シ
ダ
（
莢
膜
抗
原

型
Ｄ
）
皮
膚
壊
死
毒

素
、
豚
丹
毒
菌
（
血

清
型
２
）
（
不
活
化
）

（
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

・
妊
娠
豚
に
用
い
る

場
合

１
回

５
m
L
ず

つ
を

１
～
２
か
月
の
間
隔

で
２
回
、
筋
肉
内
に

注
射
す
る
。
た
だ
し
、

２
回
目
の
注
射
は
分

娩
予
定
日
の
約
１
か

月
前
に
行
う
。

・
子
豚
に
用
い
る
場

合 ５
週
齢
以
上
の
子
豚

に
１

回
１
m
L
ず

つ
を
３
～
５
週
間
隔
で

２
回
、
筋
肉
内
に
注

射
す
る
。

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
並
び

に
毒
素
産
生
パ
ス
ツ

レ
ラ
・
ム
ル
ト
シ
ダ

の
感
染
に
よ
る
豚
の

萎
縮
性
鼻
炎
（
Ａ
Ｒ
）

及
び
豚
丹
毒
の
予
防

約
2
～

3
か

月
前

5
m
L

分
娩

予
定

日
約

1
か

月
前

5
m
L

妊
娠
豚

5
週

齢
以

上

1
m
L

1
m
L

3
～

5
週

間
隔

５
週

齢
の

豚
に

用
法

及
び

用
量

ど
お

り
に

ワ
ク

チ
ン

を
注

射
し

た
と

こ
ろ
、

ボ
ル

デ
テ

ラ
・

ブ
ロ

ン
キ

セ
プ

チ
カ

（
B
b
）

凝
集

抗
体

及
び

パ
ス

ツ
レ

ラ
・

ム
ル

ト
シ

ダ
・

ト
キ

ソ
イ

ド
（

P
m
―

T
）

E
L
I
S
A
 
抗

体
の

良
好

な
抗

体
上

昇
が

認
め

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
豚

丹
毒

菌
を

実
験

的
に

感
染

さ
せ

た
と

こ
ろ

、
発

症
防

御
効

果
が

認
め

ら
れ

た
。
ワ

ク
チ

ン
注

射
後

、
B
b
に

対
し

有
効

な
免

疫
は

1
8
週

、
P
m
―

T
に

対
し

有
効

な
免

疫
は

1
0
週

、
豚

丹
毒

菌
に

有
効

な
免

疫
は

1
9
週

ま
で

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

・
種
付
予
定
前
1
0
日
以
内
の
も

の
、
哺
乳
中
の
も
の
、
種
付
後

2
0
日
以
内
及
び
分
娩
前
2
0
日
以

内
の
も
の
に
は
、
注
射
し
な
い

こ
と
。

　
（
３
）
３
成
分
の
製
剤
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

1
8

ス
ワ

イ
バ

ッ
ク

コ
ン
ポ
Ｂ
Ｐ
Ｅ

共
立

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
赤
血

球
凝
集
素
、
パ
ス
ツ

レ
ラ
・
ム
ル
ト
シ
ダ

皮
膚
壊
死
毒
素
、
豚

丹
毒
菌
表
層
防
御
蛋

白
（
組
換
え
型
）（

ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

妊
娠
豚
に
対
し
、
１

回
１
m
L
 
ず

つ
を

４
週
間
隔
で
２
回
頚
部

筋
肉

内
に

注
射

す
る
。
た
だ
し
、
２
回

目
の
注
射
は
分
娩
予

定
日
の
約
１
か
月
前

ま
で
に
注
射
し
、
前

回
注
射
部
位
の
反
対

側
に
注
射
す
る
。
次

回
以
降
の
繁
殖
時
に

行
う

追
加

注
射

は
、

１
m
L
 
を

そ
の

分
娩

予
定
日
の
１
か
月
前

ま
で
に
１
回
注
射
す

る
。

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
及
び

毒
素
産
生
パ
ス
ツ
レ

ラ
・
ム
ル
ト
シ
ダ
の

感
染
に
よ
る
豚
の
萎

縮
性
鼻
炎
の
予
防
並

び
に
豚
丹
毒
の
予
防

約
2
か

月
前

1
m
L

分
娩

予
定

日
約

1
か

月
前

1
m
L

初
回

妊
娠
豚

分
娩

予
定

日
約

1
か

月
前

1
m
L

次
回

以
降

・
交
配
後
間
が
な
い
も
の
、
分

娩
直
後
の
も
の
及
び
分
娩
前
3
0

日
以
内
の
妊
娠
豚
に
は
注
射
し

な
い
こ
と
。

・
本

剤
は
、

母
豚

に
注

射
し
、

そ
の
子
豚
が
免
疫
母
豚
の
初
乳

を
飲
む
こ
と
で
予
防
効
果
が
発

揮
さ
れ
る
。
免
疫
母
豚
が
十
分

量
の

初
乳

を
分

泌
し

て
い

る
か
、
ま
た
、
子
豚
が
初
乳
を
確

実
に
摂
取
し
て
い
る
か
を
確
認

す
る
こ
と
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

1
9

ス
イ

ム
ジ

ェ
ン

ｒ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
/
Ｅ
Ｒ

Ｋ
Ｍ
Ｂ

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
皮
膚

壊
死
毒
素
（
組
換
え

型
）
、
パ
ス
ツ
レ
ラ
・

ム
ル
ト
シ
ダ
皮
膚
壊

死
毒

素
（

組
換

え
型

）
、

豚
丹

毒
菌

表
層
防
御
抗
原
（
組
換

え
型

）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト
）

妊
娠
豚
に
対
し
、
２

m
L
分

娩
前

５
～

６
週
及
び
２
週
前
後
の

２
回
筋
肉
内
に
注
射

す
る
。
次
回
の
分
娩

か
ら

は
２
m
L
を

分
娩
前
２
週
前
後
の
１

回
、
筋
肉
内
に
注
射

す
る
。
子
豚
（
１
か

月
齢

以
上

）
に

は
、

１
m
L
を

２
回
、

３
～
４
週
間
隔
で
筋
肉

内
に
注
射
す
る
。

豚
丹
毒
の
予
防
並
び

に
ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ

ロ
ン
キ
セ
プ
チ
カ
及

び
毒
素
産
生
パ
ス
ツ

レ
ラ
・
ム
ル
ト
シ
ダ

の
混
合
感
染
又
は
そ

の
い
ず
れ
か
の
菌
の

感
染
に
よ
る
豚
の
萎

縮
性
鼻
炎
の
予
防

5
～

6
週

間
前

2
m
L

分
娩

予
定

日
2
週

間
前

2
m
L

初
回

妊
娠
豚

分
娩

予
定

日
2
週

間
前

2
m
L

次
回

以
降

本
剤

を
母

豚
に

注
射

し
た

場
合

、
子

豚
の

移
行

抗
体

価
は

ボ
ル

デ
テ

ラ
・

ブ
ロ

ン
キ

セ
プ

チ
カ

、
パ

ス
ツ

レ
ラ

・
ム

ル
ト

シ
ダ

い
ず

れ
も

３
か

月
齢

前
後

ま
で

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

1
か

月
齢

以
上

1
m
L

1
m
L

3
～

4
週

間
隔

本
剤

を
５

～
６

週
齢

の
抗

体
陰

性
豚

に
４

週
間

隔
で

２
回

注
射

し
た

と
き

､
２

回
目

注
射

後
４

週
目

に
は

最
小

有
効

抗
体

価
に

達
し

､
少

な
く

と
も

1
6
週

目
ま

で
持

続
（

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

｡

・
母
子
免
疫
の
目
的
で
本
剤
を

母
豚
に
使
用
す
る
際
は
、
子
豚

が
免
疫
母
豚
の
初
乳
を
飲
む
こ

と
で

予
防

効
果

が
発

揮
さ

れ
る
。
免
疫
母
豚
が
十
分
量
の
初

乳
を

分
泌

し
て

い
る

か
ど

う
か
、
ま
た
、
初
乳
を
飲
ん
で
い

な
い
子
豚
が
い
な
い
か
ど
う
か

確
認
す
る
こ
と
。
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

2
0

マ
イ

コ
バ

ス
タ

ー
Ａ
Ｒ
プ
ラ
ス

科
飼
研

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ

ン
キ
セ
プ
チ
カ
破
砕

上
清
（
皮
膚
壊
死
毒

素
）
、
パ
ス
ツ
レ
ラ
・

ム
ル
ト
シ
ダ
ト
キ
ソ

イ
ド
、
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
・
ハ
イ
オ
ニ
ュ

ー
モ
ニ
エ
（
不
活
化
）

（
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

生
後
１
週
齢
か
ら
４

週
齢
の
子
豚
に
１
頭

当
た
り
１
m
L
、
さ
ら

に
２
週
間
後
か
ら
４

週
間

後
に

１
m
L
を

筋
肉

内
に

注
射

す
る
。

豚
の
萎
縮
性
鼻
炎
の

予
防
及
び
豚
マ
イ
コ

プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
に
よ

る
肺
病
変
形
成
抑
制

及
び
増
体
量
・
飼
料

効
率
低
下
の
軽
減

1
～

4
週

齢

1
m
L

1
m
L

2
～

4
週

間
隔

４
週

齢
の

豚
に

２
週

間
隔

で
２

回
注

射
後

、
ボ

ル
デ

テ
ラ

・
ブ

ロ
ン

キ
セ

プ
チ

カ
に

対
し

て
は

少
な

く
と

も
1
8

週
齢

ま
で

、
パ

ス
ツ

レ
ラ

・
ム

ル
ト

シ
ダ

と
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

・
ハ

イ
オ

ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

に
対

し
て

は
少

な
く

と
も

2
5
週

齢
ま

で
、

免
疫

効
果

が
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

2
1

ポ
ー

シ
リ

ス
 
Ａ

Ｐ
Ｐ
―
Ｎ

松
研

（
販
売
は

MS
DA
H）

ア
ク

チ
ノ

バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ
ー

モ
ニ
エ
Ａ
ｐ
ｘ
Ⅰ
ト

キ
ソ
イ
ド
、
ア
ク
チ

ノ
バ
シ
ラ
ス
・
プ
ル

ロ
ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ
Ａ

ｐ
ｘ

Ⅱ
ト

キ
ソ

イ
ド
、
ア
ク
チ
ノ
バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ

ー
モ
ニ
エ
Ａ
ｐ
ｘ
Ⅲ

ト
キ
ソ
イ
ド
、
ア
ク

チ
ノ
バ
シ
ラ
ス
・
プ

ル
ロ
ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ

菌
体
外
膜
蛋
白
（
Ｏ

Ｍ
Ｐ

）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト
）

ワ
ク

チ
ン

の
２
m
L

を
６
週
齢
以
上
の
豚

に
４

週
間

隔
で

２
回
、
頚
部
筋
肉
内
に

注
射
す
る
。

豚
の
ア
ク
チ
ノ
バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

血
清

型
１
、

２
，
５
、

７
、

1
0
型
菌
感
染
症
（
胸

膜
肺
炎
）
の
発
症
防

御

6
週

齢
以

上

2
m
L

2
m
L

4
週

間
隔

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

2
2
“

京
都

微
研

„
ピ

ッ
グ

ウ
ィ

ン
-
Ｅ

Ａ

京
都
微
研

豚
丹

毒
菌

抽
出

抗
原
、
ア
ク
チ
ノ
バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ

ー
モ
ニ
エ
（
血
清
型

１
）
、

ア
ク

チ
ノ

バ
シ
ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ

ュ
ー
モ
ニ
エ
（
血
清

型
２
）
、

ア
ク

チ
ノ

バ
シ
ラ
ス
・
プ
ル
ロ

ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ
（
血

清
型

５
ａ

）
（

い
ず

れ
も

不
活

化
）
（

ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）

約
3
0
～
5
0
日
齢
豚
の

耳
根
部
後
方
頚
部
筋

肉
内

に
１
m
L
注

射
す
る
。
そ
の
後
9
0
日

齢
ま
で
に
約
3
0
～
6
0

日
間
隔
で
反
対
側
の

耳
根
部
後
方
頚
部
筋

肉
内

に
１
m
L
注

射
す
る
。

豚
丹
毒
及
び
豚
の
ア

ク
チ

ノ
バ

シ
ラ

ス
・

プ
ル
ロ
ニ
ュ
ー
モ
ニ

エ
血

清
型

１
、

２
、

５
型
菌
感
染
症
の
予

防

約
3
0
～

5
0
日

齢

※
第

2
回

注
射

は
9
0
日

齢
ま

で

1
m
L

1
m
L

3
0
～

6
0
日

間
隔

※

本
剤

の
対

象
病

原
体

に
対

す
る

抗
体

陰
性

の
約

3
0
日

齢
の

豚
1
0
頭

に
、

本
剤

を
１

か
月

間
隔

で
２

回
、

耳
根

部
後

方
頚

部
筋

肉
内

に
注

射
し

、
第

２
回

注
射

後
４

か
月

目
に

豚
丹

毒
菌

藤
沢

株
、

ア
ク

チ
ノ

バ
シ

ラ
ス

・
プ

ル
ロ

ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

（
A
P
P
）

Y
-
1
株

（
血

清
型

１
型

）
、

A
P
P
 
G
-
4
株

（
血

清
型

２
型

）
及

び
A
P
P
 
E
-
3
株

（
血

清
型

5
a
型

）
に

よ
る

攻
撃

試
験

を
実

施
し

た
。

攻
撃

時
の

各
病

原
体

に
対

す
る

抗
体

価
は

、
い

ず
れ

も
有

効
抗

体
価

以
上

を
維

持
し

て
お

り
、

攻
撃

後
も

臨
床

異
常

は
認

め
ら

れ
て

い
な

い
。

ま
た

、
攻

撃
試

験
終

了
後

の
各

臓
器

よ
り

攻
撃

菌
が

分
離

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
第

２
回

注
射

後
４

か
月

間
は

本
剤

の
有

効
性

が
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

　
（
４
）
４
成
分
の
製
剤



－ 27－

一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

2
3

日
生

研
豚

Ａ
Ｐ

ワ
ク

チ
ン

１
２

５
Ｒ

Ｘ

日
生
研

ア
ク

チ
ノ

バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ
ー

モ
ニ

エ
（

血
清

型
１
）
、

ア
ク

チ
ノ

バ
シ
ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ

ュ
ー
モ
ニ
エ
（
血
清

型
２
）
、

ア
ク

チ
ノ

バ
シ
ラ
ス
・
プ
ル
ロ

ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ
（
血

清
型

５
）
（

い
ず

れ
も

不
活

化
）
、

ア
ク

チ
ノ
バ
シ
ラ
ス
・
プ

ル
ロ
ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ

ｒ
Ａ
ｐ
ｘ
Ⅰ
タ
ン
パ

ク
、
ア
ク
チ
ノ
バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ

ー
モ
ニ
エ
ｒ
Ａ
ｐ
ｘ

Ⅱ
タ
ン
パ
ク
、
ア
ク

チ
ノ
バ
シ
ラ
ス
・
プ

ル
ロ
ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ

ｒ
Ａ
ｐ
ｘ
Ⅲ
タ
ン
パ

ク
（
い
ず
れ
も
組
換

え
型

）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト
）

3
5
日
齢
以
上
の
豚
に

３
～
５
週
間
隔
で
１

回
１
m
L
ず

つ
を

２
回
、
頚
部
筋
肉
内
に

注
射
す
る
。

豚
の
ア
ク
チ
ノ
バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

血
清

型
１
、
２
及
び
５
菌
感

染
症
の
予
防

3
5
日

齢
以

上

1
m
L

1
m
L

3
～

5
週

間
隔

3
5
日

齢
の

豚
に

３
週

間
隔

で
２

回
ワ

ク
チ

ン
を

注
射

し
、

２
週

後
に

ア
ク

チ
ノ

バ
シ

ラ
ス

・
プ

ル
ロ

ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

（
A
p
p
）

１
型

菌
、

２
型

菌
及

び
５

型
菌

の
病

原
性

株
を

用
い

て
実

験
感

染
試

験
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
肺

病
変

ス
コ

ア
の

低
減

効
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

4
0

日
齢

の
豚

に
４

週
間

隔
で

２
回

ワ
ク

チ
ン

を
注

射
し

、
８

週
後

に
同

様
に

実
験

感
染

試
験

を
行

っ
た

場
合

に
も

同
様

の
肺

病
変

抑
制

効
果

が
認

め
ら

れ
、

免
疫

効
果

の
持

続
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

　
（
５
）
６
成
分
の
製
剤



－ 28－

一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

2
4

ス
ワ

イ
ン

テ
ク

ト
Ａ
Ｐ
Ｘ

-
Ｍ
Ｅ

日
生
研

ア
ク

チ
ノ

バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ
ー

モ
ニ

エ
（

血
清

型
１
）
、

ア
ク

チ
ノ

バ
シ
ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ

ュ
ー
モ
ニ
エ
（
血
清

型
２
）
、

ア
ク

チ
ノ

バ
シ
ラ
ス
・
プ
ル
ロ

ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ
（
血

清
型

５
）
（

い
ず

れ
も

不
活

化
）
、

ア
ク

チ
ノ
バ
シ
ラ
ス
・
プ

ル
ロ
ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ

ｒ
Ａ
ｐ
ｘ
Ⅰ
タ
ン
パ

ク
、
ア
ク
チ
ノ
バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ

ー
モ
ニ
エ
ｒ
Ａ
ｐ
ｘ

Ⅱ
タ
ン
パ
ク
、
ア
ク

チ
ノ
バ
シ
ラ
ス
・
プ

ル
ロ
ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ

ｒ
Ａ
ｐ
ｘ
Ⅲ
タ
ン
パ

ク
（
い
ず
れ
も
組
換

え
型

）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト
）

３
週
齢
以
上
の
豚
に

３
～
５
週
間
隔
で
１

回
１
m
L
ず

つ
を

２
回
、
頚
部
筋
肉
内
に

注
射
す
る
。

豚
の
ア
ク
チ
ノ
バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

血
清

型
１
、
２
及
び
５
菌
感

染
症
の
予
防

3
週

齢
以

上

1
m
L

1
m
L

3
～

5
週

間
隔

５
～

６
週

齢
の

豚
に

ワ
ク

チ
ン

を
3
週

間
隔

で
2
回

筋
肉

内
注

射
し

、
ア

ク
チ

ノ
バ

シ
ラ

ス
・

プ
ル

ロ
ニ

ュ
ー

モ
ニ

エ
（

A
p
p
）

各
型

菌
を

用
い

て
実

験
感

染
試

験
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
い

ず
れ

の
菌

に
対

し
て

も
防

御
効

果
を

示
し

た
。

こ
の

効
果

は
ワ

ク
チ

ン
を

５
週

間
隔

で
２

回
筋

肉
内

注
射

し
た

場
合

に
も

同
様

に
認

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

実
験

感
染

試
験

に
よ

り
、

ワ
ク

チ
ン

に
よ

る
免

疫
効

果
は

２
回

注
射

後
少

な
く

と
も

1
2
週

間
持

続
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

2
5

リ
タ

ー
ガ

ー
ド

Ｌ
Ｔ

-
Ｃ

ゾ
エ
テ
ィ
ス

大
腸

菌
K
8
8
線

毛
抗

原
、

大
腸

菌
K
9
9
線

毛
抗

原
、

大
腸

菌
9
8
7
P
線

毛
抗

原
、

大
腸

菌
F
4
1
線

毛
抗

原
、
大
腸
菌
易
熱
性

エ
ン
テ
ロ
ト
キ
シ
ン

Ｂ
（

不
活

化
）
、

ク
ロ

ス
ト

リ
ジ

ウ
ム
・

パ
ー
フ
リ
ン
ゲ
ン
ス

Ｃ
型
β
毒
素
ト
キ
ソ

イ
ド
（
ア
ジ
ュ
バ
ン

ト
）

妊
娠
豚
の
頚
部
筋
肉

内
に

２
m
L
注

射
す

る
。
分
娩
の
約
６
週

間
前
に
初
回
注
射
を

行
い
、
３
週
間
後
に

２
回
目
の
注
射
を
行

う
。
次
回
の
妊
娠
か

ら
は
分
娩
の
約
３
週

間
前
に
１
回
注
射
を

行
う
。

哺
乳

豚
の

K
8
8
、

K
9
9
、
9
8
7
P
、
F
4
1
線

毛
抗
原
及
び
易
熱
性

エ
ン
テ
ロ
ト
キ
シ
ン

産
生
大
腸
菌
に
よ
る

下
痢
並
び
に
ク
ロ
ス

ト
リ
ジ
ウ
ム
・
パ
ー

フ
リ
ン
ゲ
ン
ス
Ｃ
型

菌
に
よ
る
壊
死
性
腸

炎
の
予
防

約
6
週

間
前

2
m
L

分
娩

予
定

日
約

3
週

間
前

2
m
L

初
回

妊
娠
豚

分
娩

予
定

日
約

3
週

間
前

2
m
L

次
回

以
降

・
本
剤
と
他
の
ワ
ク
チ
ン
と
の

同
時
注
射
は
避
け
る
こ
と
。
本

剤
注
射
後
３
週
間
以
内
は
他
の

ワ
ク
チ
ン
を
注
射
し
な
い
こ
と

が
望
ま
し
い
。

・
本
剤
は
、
妊
娠
豚
に
注
射
し
、

哺
乳
豚
が
免
疫
母
豚
の
初
乳
を

飲
む
こ
と
で
予
防
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
た
め
、
免
疫
母
豚
が
十

分
量
の
初
乳
を
分
泌
し
て
い
る

か
、
ま
た
、
初
乳
を
飲
ん
で
い

な
い
哺
乳
豚
が
い
な
い
か
確
認

す
る
こ
と

｡

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

2
6

日
生

研
豚

Ａ
Ｐ

Ｍ
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

日
生
研

ア
ク

チ
ノ

バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ
ー

モ
ニ

エ
（

血
清

型
１
）
、

ア
ク

チ
ノ

バ
シ
ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ

ュ
ー
モ
ニ
エ
（
血
清

型
２
）
、

ア
ク

チ
ノ

バ
シ
ラ
ス
・
プ
ル
ロ

ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ
（
血

清
型

５
）
（

い
ず

れ
も

不
活

化
）
、

ア
ク

チ
ノ
バ
シ
ラ
ス
・
プ

ル
ロ
ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ

ｒ
Ａ
ｐ
ｘ
Ⅰ
タ
ン
パ

ク
、
ア
ク
チ
ノ
バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ

ー
モ
ニ
エ
ｒ
Ａ
ｐ
ｘ

Ⅱ
タ
ン
パ
ク
、
ア
ク

チ
ノ
バ
シ
ラ
ス
・
プ

ル
ロ
ニ
ュ
ー
モ
ニ
エ

ｒ
Ａ
ｐ
ｘ
Ⅲ
タ
ン
パ

ク
（
い
ず
れ
も
組
換

え
型

）
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ
マ
・
ハ
イ
オ
ニ

ュ
ー
モ
ニ
エ
（
不
活

化
）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト
）

３
週
齢
以
上
の
豚
に

３
～
５
週
間
隔
で
１

回
２
m
L
ず

つ
を

２
回
、
筋
肉
内
に
注
射

す
る
。

豚
の
ア
ク
チ
ノ
バ
シ

ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

血
清

型
１
、
２
及
び
５
菌
感

染
症
の
予
防
な
ら
び

に
豚
の
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
肺
炎
に
よ
る
肺

病
変
形
成
の
抑
制
な

ら
び
に
増
体
重
抑
制

及
び
飼
料
効
率
低
下

の
軽
減

3
週

齢
以

上

2
m
L

2
m
L

3
～

5
週

間
隔

ア
ク

チ
ノ

バ
シ

ラ
ス

・
プ

ル
ロ

ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

（
A
p
p
）

陰
性

の
３

週
齢

の
豚

に
３

週
間

隔
で

２
回

ワ
ク

チ
ン

を
注

射
し

、
２

回
注

射
後

２
週

に
A
p
p
2
型

菌
の

病
原

性
株

を
用

い
て

実
験

感
染

試
験

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

肺
病

変
ス

コ
ア

の
低

減
効

果
が

認
め

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

・
ハ

イ
オ

ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

（
M
h
p
）

陰
性

の
３

週
齢

の
豚

に
３

週
間

隔
で

２
回

ワ
ク

チ
ン

を
注

射
し

、
２

回
注

射
後

２
週

に
M
h
p
病

原
性

株
に

よ
る

実
験

感
染

試
験

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

肺
病

変
形

成
の

抑
制

効
果

が
認

め
ら

れ
て

い
る

。
A
p
p
及

び
M
h
p
陰

性
の

６
週

齢
の

豚
に

４
週

間
隔

で
２

回
ワ

ク
チ

ン
を

注
射

し
、

２
回

注
射

後
８

週
に

同
様

な
実

験
感

染
試

験
を

行
っ

た
場

合
に

も
肺

病
変

抑
制

効
果

が
認

め
ら

れ
、

ワ
ク

チ
ン

の
効

果
は

少
な

く
と

も
２

回
注

射
後

８
週

ま
で

持
続

す
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

１
フ

ォ
ス

テ
ラ
 
メ

タ
ス

テ
ィ

ム
Ｐ

Ｃ
Ｖ
－
Ｍ
Ｈ

ゾ
エ
テ
ィ
ス

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

（
１

型
－

２
型

キ
メ

ラ
）
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ
マ
・
ハ
イ
オ
ニ
ュ

ー
モ
ニ
エ
（
い
ず
れ

も
不

活
化

）
（

ア
ジ

ュ
バ
ン
ト
）

本
剤
２
mL

を
３
週

齢
以
上
の

豚
の
頚

部
筋

肉
内
に
注
射
す
る
。

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

２
型
感
染
に
起
因
す

る
増
体
量
抑
制
の
軽

減
、
並
び
に
ウ
イ
ル

ス
血
症
及
び
ウ
イ
ル

ス
排
泄
の
低
減
。

豚
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

性
肺
炎
に
よ
る
肺
病

変
形
成
の
抑
制
及
び

増
体

量
抑

制
の

軽
減
、
並
び
に
飼
料
要

求
率
の
改
善
。

3
週

齢
以

上

2
m
L

・
繁
殖
に
供
し
て
い
る
雌
豚
に

は
注
射
し
な
い
こ
と
。

・
注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

２
-
３

 
ウ

イ
ル

ス
・

細
菌

の
混

合
ワ

ク
チ

ン
　
（
１
）
２
成
分
の
製
剤



－ 31－

一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

２
イ

ン
ゲ

ル
バ

ッ
ク
　

フ
レ

ッ
ク

ス
コ

ン
ボ
　
ミ
ッ
ク
ス

ベ
ー
リ
ン
ガ
ー

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

（
２
型
・
組
換
え
型
）
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
・

ハ
イ
オ
ニ
ュ
ー
モ
ニ

エ
（
い
ず
れ
も
不
活

化
）
（

ア
ジ

ュ
バ

ン
ト
）

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

２
型
不
活
化
抗
原
及

び
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

ハ
イ
オ
ニ
ュ
ー
モ
ニ

エ
不
活
化
抗
原
の
そ

れ
ぞ
れ
全
量
を
混
合

し
た

も
の

の
２
m
L

を
、
３
～
５
週
齢
の

子
豚
の
頚
部
筋
肉
内

に
１
回
注
射
す
る
。
　

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
 
ハ

イ
オ

ニ
ュ
ー

モ
ニ

エ
不

活
化

抗
原
が

ヘ
ッ

ド
ス

ペ
ー

ス
容

器
の

製
品

で
は
、
添

付
の

連
結

針
を

用
い

て
、

豚
サ

ー
コ
ウ

イ
ル

ス
２
型

不
活

化
抗

原
の

全
量

を
マ

イ
コ
プ

ラ
ズ

マ
 
ハ

イ
オ

ニ
ュ

ー
モ
ニ
エ

不
活

化
抗

原
に

注
入
し
、
混

合
す
る
。

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
 
ハ

イ
オ

ニ
ュ
ー

モ
ニ

エ
不

活
化

抗
原
が

ヘ
ッ

ド
ス

ペ
ー

ス
な
し

容
器

の
製

品
で

は
、
滅

菌
済
の
注

射
器
を

用
い

て
豚

サ
ー
コ
ウ

イ
ル

ス
２
型

不
活

化
抗

原
及

び
マ

イ
コ
プ

ラ
ズ
マ
 ハ

イ
オ
ニ
ュ
ー

モ
ニ
エ
不

活
化

抗
原

の
ぞ

れ
ぞ

れ
全

量
を

吸
引
し
、
両

抗
原

の
総

量
以

上
の

容
量

の
滅

菌
済

混
合

用
容

器
に
そ

れ
ぞ

れ
全

量
を

注
入
し
、
混
合
す
る
。

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

２
型
感
染
に
起
因
す

る
死

亡
率

の
改

善
、

発
育
不
良
豚
の
発
生

率
の
低
減
、
増
体
量

の
低
下
の
改
善
、
臨

床
症
状
の
改
善
及
び

ウ
イ
ル
ス
血
症
発
生

率
の
低
減
、
並
び
に

豚
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

性
肺
炎
に
よ
る
肺
病

変
形
成
抑
制
と
増
体

量
低
下
の
軽
減

3
～

5
週

齢

2
m
L

・
適
切
に
両
抗
原
を
混
合
す
る

た
め
、
使
用
説
明
書
を
よ
く
読

む
こ
と
。

・
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
反
応
が

起
こ
っ
た
場
合
は
、
エ
ピ
ネ
フ

リ
ン
投
与
が
推
奨
さ
れ
る
。

・
本
剤
は
、
他
の
ワ
ク
チ
ン
と

の
同

時
投

与
は

避
け

る
こ

と
。

ま
た
、
本
剤
注
射
後
３
週
間
以

内
は
他
の
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し

な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
�注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

３
フ
ル
シ
ュ
ア
Ｅ
Ｒ

ゾ
エ
テ
ィ
ス

豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
Ａ
型
（
２

株
）・
豚
丹
毒
菌
（
い

ず
れ
も
不
活
化
）（
ア

ジ
ュ
バ
ン
ト
）

乾
燥
ワ
ク
チ
ン
を
液

状
ワ
ク
チ
ン
で
完
全

に
溶
解
し
、
そ
の
２

m
L
を

６
週

齢
以

上
の
健
康
な
豚
の
頚
部

筋
肉
内
に
３
週
間
の

間
隔
で
２
回
注
射
す

る
。

豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
症
防
御
及
び
豚

丹
毒
の
予
防

6
週

齢
以

上

2
m
L

2
m
L

3
週

間
隔

・
本
剤
は
妊
娠
豚
に
は
注
射
し

な
い
こ
と
。

・
本
剤
と
他
の
ワ
ク
チ
ン
と
の

同
時
注
射
は
避
け
る
こ
と
。
本

剤
注
射
後
３
週
間
以
内
は
他
の

ワ
ク
チ
ン
を
注
射
し
な
い
こ
と

が
望
ま
し
い
。

・
�注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。

　
（
２
）
３
成
分
の
製
剤
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一
連

番
号

製
品
名

製
造

販
売

業
者

名
（

略
称

）
有
効
成
分
名

用
法
・
用
量

効
能
・
効
果

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

使
用
上
の
注
意
（
抜
粋
）

参
考
情
報

４
イ

ン
ゲ

ル
バ

ッ
ク

３
フ
レ
ッ
ク
ス

ベ
ー
リ
ン
ガ
ー

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

（
２
型
・
組
換
え
型
）
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
・

ハ
イ
オ
ニ
ュ
ー
モ
ニ

エ
（
い
ず
れ
も
不
活

化
）
、

豚
繁

殖
・

呼
吸
障
害
症
候
群
ウ
イ

ル
ス
（

生
）
（

ア
ジ

ュ
バ
ン
ト
）

豚
サ

ー
コ

ウ
イ

ル
ス

２
型

不
活

化
抗

原
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
 
ハ

イ
オ

ニ
ュ

ー
モ

ニ
エ

不
活

化
抗

原
及

び
豚

繁
殖
・

呼
吸

障
害

症
候

群
ウ

イ
ル

ス
乾

燥
抗

原
の

そ
れ

ぞ
れ

全
量

を
混

合
し

た
も

の
の

２
m
L
を
、

３
～

５
週

齢
の

子
豚

の
頚

部
筋

肉
内

に
１

回
注

射
す

る
。

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
 ハ

イ
オ

ニ
ュ
ー

モ
ニ

エ
不

活
化

抗
原

が
ヘ
ッ
ド

ス
ペ

ー
ス

容
器

の
製

品
で

は
、
添

付
の

連
結

針
を

用
い

て
、

豚
サ

ー
コ
ウ

イ
ル

ス
２
型

不
活

化
抗

原
の

全
量

を
マ

イ
コ
プ

ラ
ズ

マ
 
ハ

イ
オ

ニ
ュ

ー
モ
ニ
エ

不
活

化
抗

原
に

注
入

し
混

合
し

た
後
、
そ

の
全

量
を

豚
繁

殖
・
呼

吸
障

害
症

候
群

ウ
イ
ル

ス
乾

燥
抗

原
に

注
入
し
混
合
す
る
。

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
 
ハ
イ

オ
ニ
ュ
ー

モ
ニ

エ
不

活
化

抗
原

が
ヘ
ッ
ド

ス
ペ

ー
ス
な
し

容
器

の
製

品
で

は
、
滅

菌
済

の
注

射
器

を
用

い
て

豚
サ

ー
コ

ウ
イ
ル

ス
２
型

不
活

化
抗

原
及

び
マ

イ
コ
プ

ラ
ズ

マ
 
ハ

イ
オ

ニ
ュ

ー
モ
ニ

エ
不

活
化

抗
原
の

そ
れ

ぞ
れ

全
量

を
吸

引
し
、
両

抗
原

の
総

量
以

上
の

容
量

の
滅

菌
済

混
合

用
容

器
に
そ

れ
ぞ

れ
全

量
を

注
入
し

混
合
し

た
後
、
そ

の
全

量
を

豚
繁

殖
・
呼

吸
障

害
症

候
群
ウ
イ
ル

ス
乾

燥
抗

原
に
注
入
し
混
合
す
る
。

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス

２
型
感
染
に
起
因
す

る
死

亡
率

の
改

善
、

発
育
不
良
豚
の
発
生

率
の
低
減
、
増
体
量

の
低
下
の
改
善
、
臨

床
症
状
の
改
善
及
び

ウ
イ
ル
ス
血
症
発
生

率
の
低
減
。
豚
マ
イ

コ
プ
ラ
ズ
マ
性
肺
炎

に
よ
る
肺
病
変
形
成

抑
制
及
び
増
体
量
低

下
の
軽
減
。
豚
繁
殖
・

呼
吸
障
害
症
候
群
ウ

イ
ル
ス
感
染
に
よ
る

子
豚
の
生
産
阻
害
の

軽
減
。

3
～

5
週

齢

2
m
L

・
適

切
に

抗
原

を
混

合
す

る
た

め
使

用
説

明
書

を
よ

く
読

む
こ

と
。

・
繁

殖
用

雌
豚

及
び

繁
殖

用
雄

豚
に

は
注

射
し

な
い

こ
と

。

・
Ｐ

Ｒ
Ｒ

Ｓ
陰

性
農

場
で

は
使

用
し

な
い

こ
と

。

・
注

射
対

象
と

な
る

健
康

な
子

豚
全

頭
に

一
斉

に
注

射
す

る
こ

と
。

・
Ｐ

Ｒ
Ｒ

Ｓ
汚

染
農

場
に

Ｐ
Ｒ

Ｒ
Ｓ

陰
性

豚
を

導
入

す
る

際
に

ワ
ク

チ
ン

を
注

射
す

る
場

合
、

Ｐ
Ｒ

Ｒ
Ｓ

ワ
ク

チ
ン

株
が

他
の

豚
へ

伝
播

す
る

機
会

を
減

少
さ

せ
る

た
め

に
、

ワ
ク

チ
ン

を
注

射
し

た
豚

を
接

種
後

６
週

間
は

隔
離

し
て

飼
育

す
る

こ
と

。

・
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
ワ
ク
チ
ン
ウ
イ
ル
ス
は
注

射
豚

か
ら

排
泄
さ
れ

水
平

感
染

す
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
ウ
イ
ル

ス
が
伝
播
し
な
い
よ
う
に
注
射
豚
（
群
）

の
飼
育
管
理
に
は
注
意
す
る
こ
と
。

・
野

外
Ｐ

Ｒ
Ｒ

Ｓ
ウ

イ
ル

ス
が

体
内

で
増

殖
し

て
い

る
豚

に
ワ

ク
チ

ン
注

射
し

た
場

合
、

Ｐ
Ｒ

Ｒ
Ｓ

ワ
ク

チ
ン

株
と

野
外

ウ
イ

ル
ス

の
組

換
え

が
起

こ
る

可
能

性
が

否
定

で
き

な
い

。

・
本
剤
を
幼
若
な
豚
に
注
射
す
る
場
合
、

母
子
免
疫
の
影
響
を
受
け
て
ワ
ク
チ
ン

効
果
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

・
過

敏
な

体
質

の
豚

で
は

、
注

射
後

短
時

間
内

で
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
様

反
応

を
呈

す
る

場
合

が
あ

る
。

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

反
応

が
起

こ
っ

た
場

合
は

、
エ

ピ
ネ

フ
リ

ン
投

与
が

推
奨

さ
れ

る
。

・
本
剤
は
、
他
の
ワ
ク
チ
ン
と
の
同
時

投
与
は
避
け
る
こ
と
。
ま
た
、
本
剤
注

射
後
３
週
間
以
内
は
他
の
ワ
ク
チ
ン
を

投
与
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
�注
射
部
位
を
厳
守
す
る
こ
と
。
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表  ワクチン一覧におけるワクチンと含有するウイルス・細菌の名称一覧

製品名 ページ ウイルス名 細菌名
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス

豚
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス

豚
ゲ
タ
ウ
イ
ル
ス

オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
ウ
イ
ル
ス

豚
繫
殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群
ウ
イ
ル
ス

豚
流
行
性
下
痢
ウ
イ
ル
ス

豚
伝
染
性
胃
腸
炎
ウ
イ
ル
ス

豚
サ
ー
コ
ウ
イ
ル
ス
２
型

豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

豚
丹
毒
菌

パ
ス
ツ
レ
ラ
・
ム
ル
ト
シ
ダ

ボ
ル
デ
テ
ラ
・
ブ
ロ
ン
キ
セ
プ
チ
カ

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
・
ハ
イ
オ
ニ

ュ
ー
モ
ニ
エ

ア
ク
チ
ノ
バ
シ
ラ
ス
・
プ
ル
ロ
ニ

ュ
ー
モ
ニ
エ

大
腸
菌

ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
・
パ
ー
フ
リ
ン
ゲ
ン
ス

ス
ト
レ
プ
ト
コ

ッ
カ
ス
・
ス
イ
ス

破
傷
風
菌

ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
・
パ
ラ
ス
イ
ス

ロ
ー
ソ
ニ
ア
 
イ
ン
ト
ラ
セ
ル
ラ
リ
ス

（２-１ ウイルスワクチン）
日生研日本脳炎生ワクチン 5 〇
“京都微研„日本脳炎ワクチン 5 〇
動物用日脳ＴＣワクチン「ＫＭＢ」 6 〇
日生研日本脳炎ＴＣ不活化ワクチン 6 〇
“京都微研„日本脳炎ワクチン・Ｋ 6 〇
豚パルボ生ワクチン「ＫＭＢ」 10 〇
豚パルボワクチン「ＫＭＢ」 10 〇
“京都微研„豚パルボワクチン・Ｋ 10 〇
日本脳炎・豚パルボ混合生ワクチン「ＫＭＢ」 13 〇 〇
“京都微研„日本脳炎・豚パルボ混合生ワクチン 13 〇 〇
“京都微研„豚死産３種混合生ワクチン 15 〇 〇 〇
スバキシンオーエスキー 7 〇
ポーシリス Begonia DF・10 7 〇
ポーシリス Begonia DF・50 7 〇
フォステラＰＲＲＳ 11 〇
インゲルバック ＰＲＲＳ生ワクチン 11 〇
スワインテクトＰＲＲＳ-ME 12 〇
日生研ＰＥＤ生ワクチン 12 〇
スイムジェンＴＧＥ/ＰＥＤ 14 〇 〇
日生研ＴＧＥ・ＰＥＤ混合生ワクチン 14 〇 〇
フォステラメタスティムＰＣＶ 8 〇
インゲルバック サーコフレックス 8 〇
ポーシリスＰＣＶ 8 〇
サーコバック 9 〇
“京都微研„豚インフルエンザワクチン 13 〇

（２-２ 細菌等ワクチン）
豚丹毒生ワクチン「科飼研」 16 〇
日生研豚丹毒生ワクチンＣ 16 〇
豚丹毒生ワクチン「ＫＭＢ」 16 〇
日生研豚丹毒不活化ワクチン 17 〇
スワインテクトＳＥＲ－ＭＥ 17 〇
ポーシリスＥＲＹ 17 〇
スワイバックＥＲＡ 17 〇
日生研ＡＲＢＰ・豚丹毒混合不活化ワクチン 23 〇 〇 〇
スワイバックコンポＢＰＥ 24 〇 〇 〇
スイムジェンｒＡＲＴ2/ＥＲ 24 〇 〇 〇
日生研ＡＲＢＰ混合不活化ワクチンＭＥ 21 〇 〇
スイムジェンｒＡＲＴ2 22 〇 〇
アラディケーター 23 〇 〇
マイコバスターＡＲプラス 25 〇 〇 〇
マイコバスター 18 〇
日生研ＭＰＳ不活化ワクチン 18 〇
インゲルバック マイコフレックス 18 〇
レスピシュア 19 〇
レスピシュアワン 19 〇
エムパック 19 〇
日生研豚ＡＰＭ不活化ワクチン 29 〇 〇
“京都微研„ピッグウィン-ＥＡ 26 〇 〇
ポーシリスＡＰＰ-Ｎ 26 〇
日生研豚ＡＰワクチン１２５ＲＸ 27 〇
スワインテクトＡＰＸ－ＭＥ 28 〇
リターガードＬＴ-C 28 〇 〇
ポーシリスＳＴＲＥＰＳＵＩＳ 17 〇
破傷風トキソイド「日生研」 18 〇
グレーサーバスター 21 〇
日生研グレーサー病２価ワクチン 21 〇
エンテリゾール イリアイティス ＦＣ 20 〇
エンテリゾール イリアイティス ＴＦ 20 〇

（２-３ ウイルス・細菌の混合ワクチン）
フォステラメタスティムＰＣＶ-ＭＨ 30 〇 〇
インゲルバック フレックスコンボ ミックス 31 〇 〇
インゲルバック ３フレックス 33 〇 〇 〇
フルシュアＥＲ 32 〇 〇
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